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エ
ッ
セ
イ
「
カ
ナ
レ
ッ
ト
と
景
観
画
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

瀬
川
紀
雄 

   

東
京
の
新
宿
に
あ
る

SOMP
O

美
術
館
で
【
カ
ナ
レ
ッ
ト
と
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
輝

き
】
展
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
風
景
画
フ
ァ
ン
と
し
て
行
か
な
く
て
は
と
ず
っ
と
思

っ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
オ
ラ
ン
ダ
風
景
画
展
や
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
展
を
始
め
風
景
画

を
主
と
し
た
各
国
あ
る
い
は
海
外
の
ど
こ
か
の
美
術
館
の
展
覧
会
の
他
に
、
フ
ェ

ル
メ
ー
ル
を
含
め
プ
ッ
サ
ン
、
ロ
ラ
ン
、
ロ
ベ
ー
ル
、
コ
ロ
ー
、
ミ
レ
ー
、
タ
ー
ナ

ー
な
ど
の
各
個
展
を
訪
れ
た
が
、
憧
れ
の
実
景
画
家
カ
ナ
レ
ッ
ト
で
あ
る
。
油
彩
画

の
展
示
は
わ
ず
か
十
三
点
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
で
も
十
分
に
訪
れ
る
甲
斐

が
あ
ろ
う
。 

 

ア
メ
リ
カ
の
〈
ハ
ド
ソ
ン
・
リ
バ
ー
派
〉
展
や
ス
イ
ス
の
山
岳
画
展
な
ど
の
未
訪

を
未
だ
に
後
悔
し
て
い
る
。
昨
今
の
未
訪
で
は
、
同
じ
く

SOMP
O

美
術
館
お
よ
び

宮
城
県
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
二
〇
二
一
年
の
〈
風
景
画
の
始
ま
り 

コ
ロ
ー
か
ら

印
象
派
へ
〉
展
が
あ
っ
た
。 

 

し
か
し
高
速
夜
行
バ
ス
に
乗
る
の
に
自
身
が
な
く
な
っ
て
き
て
い
た
。
ト
イ
レ

の
な
い
日
中
の
高
速
バ
ス
も
そ
う
で
あ
る
。
倅
が
新
幹
線
を
勧
め
て
く
れ
交
通
費

の
大
部
を
援
助
し
て
く
れ
た
た
め
決
断
で
き
た
。 

 

鑑
賞
し
た
の
は
二
〇
二
四
年
十
二
月
二
十
八
日
、
当
館
で
の
最
終
日
で
あ
っ
た
。

ま
ず
入
場
券
購
入
の
列
に
並
び
、
そ
れ
は
二
度
折
れ
た
三
重
の
列
だ
っ
た
が
、
チ
ケ

ッ
ト
を
手
に
し
て
か
ら
今
度
は
会
場
入
り
口
の
受
付
へ
二
列
に
折
れ
た
列
の
端
に

並
ぶ
と
い
う
、
時
間
の
か
か
る
も
の
だ
っ
た
。
カ
ナ
レ
ッ
ト
の
人
気
、
お
よ
び
絵
画

フ
ァ
ン
の
多
さ
に
驚
い
た
次
第
で
あ
る
。 

 

当
展
覧
会
は
毎
日
新
聞
社
と
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
立
美
術
館

が
共
に
実
現
す
る
四
度
目
の
重
要
な
企
画
制
作
と
い
う
（
ア
ン
・
ラ
イ
デ
ン
館
長
ご

あ
い
さ
つ
の
文
中
）
。
二
〇
二
四
年
七
月
に
静
岡
県
立
美
術
館
開
催
で
始
ま
り
、

S
OMPO

の
次
は
京
都
、
山
口
県
（
二
〇
二
五
年
六
月
ま
で
）
と
な
っ
て
い
る
。
約
百

八
十
頁
の
図
録
は
三
美
術
館
と
発
行
元
で
も
あ
る
毎
日
新
聞
社
に
よ
る
。
以
下
の

記
述
は
ほ
ぼ
当
図
録
に
よ
る
。
ま
た
写
真
は
一
部
撮
影
可
能
で
あ
っ
た
が
、
作
品
前

に
鑑
賞
者
が
多
く
マ
ナ
ー
上
思
う
よ
う
に
撮
れ
な
い
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
だ
っ
た
。 

 

展
覧
会
の
エ
ッ
セ
イ
を
書
き
た
く
も
、
結
局
は
以
下
の
よ
う
に
、
小
生
の
癖
で
も

あ
る
が
、
図
録
の
要
点
書
き
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
要
点
と
い
う
の
は
、
無
知
で

あ
っ
た
個
人
的
な
新
し
き
知
識
や
全
体
を
把
握
す
る
た
め
に
常
に
頭
に
入
れ
て
お

き
た
い
基
本
的
事
項
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
新
た
な
こ
と
を
知
る
こ
と
に
よ
り

作
品
の
鑑
賞
力
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
が
何
に
も
ま
し
て
喜
び
で
あ
る
。
素

人
フ
ァ
ン
が
独
断
的
な
陳
述
を
付
け
足
す
こ
と
は
過
ち
を
犯
し
や
す
い
。
自
ら
へ

の
そ
の
防
備
で
も
あ
る
。
本
文
そ
の
ま
ま
か
ら
の
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
真
な
る
感
想
、

と
い
う
の
が
持
論
で
も
あ
る
。 

 
今
回
は
し
か
し
、
撮
ら
せ
て
い
た
だ
い
若
干
の
写
真
と
、
撮
影
可
の
作
品
が
多
か

っ
た
こ
と
も
あ
り
撮
影
不
可
も
含
む
が
図
録
の
画
を
も
記
述
に
利
用
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
す
る
。
実
は
当
日
、
カ
ナ
レ
ッ
ト
展
の
前
に
、
東
京
駅
近
く
の
三
菱
一
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号
館
美
術
館
で
再
開
館
記
念
と
し
て
の
【「
不
在
」 

―
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ=

ロ
ー
ト
レ

ッ
ク
と
ソ
フ
ィ
・
カ
ル
】
展
を
見
学
し
て
お
り
、
そ
こ
で
ま
ず
一
部
写
真
撮
影
可
で

あ
る
こ
と
に
驚
い
た
。
現
今
で
は
そ
う
な
っ
て
い
る
の
か
と
歓
喜
し
た
の
で
あ
る
。

エ
ッ
セ
イ
に
用
い
る
の
も
か
な
り
自
由
に
思
わ
れ
る
。 

 

風
景
画
に
関
す
る
著
作
を
幾
ら
か
読
み
、
ま
ず
は
最
初
の
風
景
画
家
と
も
い
う

べ
き
十
四
世
紀
半
ば
に
活
躍
し
た
ア
ン
ブ
ロ
ー
ジ
ョ
・
ロ
レ
ン
ツ
ェ
ッ
テ
ィ
に
関

す
る
エ
ッ
セ
イ
を
同
人
誌
で
発
表
し
た
が
、
そ
の
後
は
各
時
代
の
風
景
画
家
に
つ

い
て
断
片
的
に
だ
け
で
あ
り
進
捗
し
て
い
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
カ
ナ
レ
ッ
ト
に
つ

い
て
書
け
て
、
ち
ょ
っ
と
安
堵
し
て
い
る
。 

 

ま
ず
図
録
の
目
次
を
掲
げ
、
そ
の
後
に
各
項
目
に
つ
い
て
個
人
的
な
記
述
を
し

て
い
く
。
と
は
言
っ
て
も
前
述
の
通
り
ほ
と
ん
ど
図
録
か
ら
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た

文
章
で
あ
り
、
自
ら
の
わ
ず
か
し
か
な
い
感
想
は
紺
色
で
表
し
て
い
る
。 

な
お
、
目
次
の
項
目
と
本
文
の
項
目
を
相
互
リ
ン
ク
（
青
色
）
し
て
い
る
。 

 

【
目
次
】
か
ら 

カ
ナ
レ
ッ
ト
と
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
輝
き
（
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ベ
イ
カ
ー
） 

美
術
史
の
中
の
グ
ラ
ン
ド
・
ツ
ア
ー 

 

―
― 

カ
ナ
レ
ッ
ト
か
ら
モ
ネ
へ
（
千
足
伸
行
） 

カ
ナ
レ
ッ
ト
の
生
涯
（
新
田
建
史
） 

 

１
．
カ
ナ
レ
ッ
ト
以
前
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア 

 
 

 
Col

umn 

1 

ヴ
ェ
ド
ゥ
ー
タ
の
成
立
前
史 

 

―
― 

都
市
景
観
と
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
派
の
絵
画 

２
．
カ
ナ
レ
ッ
ト
の
ヴ
ェ
ド
ゥ
ー
タ 

 
 

 
Col

umn 

2 

カ
ナ
レ
ッ
ト
と
パ
ト
ロ
ン
た
ち 

３
．
カ
ナ
レ
ッ
ト
の
版
画
と
素
描 

―
― 

創
造
の
周
辺 

 
 

 
Col

umn 

3 

カ
ナ
レ
ッ
ト
時
代
の
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
キ
ュ
ラ 

４
．
同
時
代
の
画
家
た
ち
、
後
継
者
た
ち  

―
― 

カ
ナ
レ
ッ
ト
に
連
な
る
系
譜
の
展
開 

 
 

 
Col

umn 

4 

都
市
の
復
興
と
ヴ
ェ
ド
ゥ
ー
タ 

５
．
カ
ナ
レ
ッ
ト
の
遺
産 

 
 

 
Col

umn 

5 

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
の
終
焉  

―
― 

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
侵
攻
と
都
市
改
造 

 

A
ppen

dix
 

水
の
都
の
ガ
ラ
ス
の
軌
跡
（
根
本
耕
太
郎
） 

カ
ナ
レ
ッ
ト
と
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
キ
ュ
ラ
の
映
像
に
つ
い
て
（
新
田
建
史
） 

資
料
：
ザ
ネ
ッ
テ
ィ
に
よ
る
「
カ
ナ
レ
ッ
ト
伝
」 

作
家
解
説
、
関
連
年
表
、
関
連
地
図
、
参
考
文
献
、
作
品
リ
ス
ト 

 
【
カ
ナ
レ
ッ
ト
と
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
輝
き
】 

（
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ベ
イ
カ
ー
（
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
教
授
））
か
ら
抄 

 

「
ア
ド
リ
ア
海
と
空
の
間
に
奇
跡
的
に
浮
か
ん
で
い
る
」
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
、
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「
ゴ
シ
ッ
ク
、
ル
ネ
サ
ン
ス
、
バ
ロ
ッ
ク
建
築
の
驚
く
べ
き
総
覧
の
ご
と
き
様
相
を

呈
し
て
い
る
。
そ
し
て
運
河
を
行
き
交
う
船
は
人
々
を
魅
了
し
て
や
ま
な
い
」「
こ

う
し
た
特
有
の
光
景
を
カ
ナ
レ
ッ
ト
は
細
部
ま
で
正
確
に
、
そ
し
て
共
感
を
込
め

て
、
巧
み
に
記
録
し
た
」 

 

ヴ
ェ
ド
ゥ
ー
タ
（
景
観
画
）
の
伝
統
と
し
て
、
早
く
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
カ
ル
パ

ッ
チ
ョ
（
活
動
期
間1

490-
1523

）
が
物
語
絵
の
美
し
い
背
景
と
し
て
描
い
て
い
た
。

し
か
し
都
市
景
観
と
し
て
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
イ
タ
リ
ア
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
受
け
た
ヴ
ァ
ン
ヴ
ィ
テ
ッ
リ
（1652

/3-1
736

、
オ
ラ
ン
ダ
名
：
ガ
ス
パ
ー
ル
・

フ
ァ
ン
・
ウ
ィ
ッ
テ
ル
）
ら
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
画
家
た
ち
に
よ
っ
て
先
鞭
が
付
着
け

ら
れ
、
カ
ル
レ
ヴ
ァ
リ
ス
（16

63-1
730

）
ら
が
十
八
世
紀
初
頭
に
こ
の
野
心
を
新

た
な
レ
ベ
ル
に
押
し
上
げ
た
。
こ
れ
ら
の
画
家
た
ち
が
開
拓
し
て
い
た
ヴ
ェ
ド
ゥ

ー
タ
の
市
場
を
カ
ナ
レ
ッ
ト
は
十
分
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

カ
ナ
レ
ッ
ト
は
一
六
九
七
年
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
生
ま
れ
る
。
舞
台
背
景
画
家

で
あ
っ
た
父
ベ
ル
ナ
ル
ド
・
カ
ナ
ル
（1674

-174
4

）
と
区
別
す
る
た
め
「
カ
ナ
レ

ッ
ト
（
小
さ
な
カ
ナ
ル
）
」
と
呼
ば
れ
た
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
ロ
ー
マ
の
劇
場
で
父

と
と
も
に
仕
事
を
す
る
。
一
七
二
〇
年
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
画
家
組
合
に
初
め
て

登
録
さ
れ
、
晴
れ
て
景
観
画
家
と
し
て
独
り
立
ち
す
る
。
特
に
英
国
の
グ
ラ
ン
ド
・

ツ
ー
リ
ス
ト
か
ら
人
気
を
得
る
。
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
公
爵
か
ら
連
作
の
注
文
（
24

点
）、
あ
る
い
は
外
交
官
で
大
コ
レ
ク
タ
ー
の
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ス
ミ
ス
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
が
国
王
ジ
ョ
ー
ジ
３
世
に
売
却
さ
れ
保
存
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
。

一
七
四
〇
年
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
継
承
戦
争
が
勃
発
し
、
外
国
人
旅
行
客
が
減
少
し

た
た
め
、
カ
ナ
レ
ッ
ト
は
「
カ
プ
リ
ッ
チ
ョ
」
の
ジ
ャ
ン
ル
も
描
き
、
パ
ド
ヴ
ァ
や

ロ
ー
マ
に
旅
行
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
四
六
年
に
渡
英
。
二
度
に
わ
た
り
ロ
ン
ド
ン

に
長
期
滞
在
す
る
こ
と
と
な
る
。
渡
英
し
て
い
る
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
先
人
画
家
に

ア
ミ
ゴ
ー
ニ
（1682

-175
2

）
、
ペ
ッ
レ
グ
リ
ー
ニ
（16

75-1
741

）
、
セ
バ
ス
テ
ィ
ア

ー
ノ
・
リ
ッ
チ
（16

59-1
734

）
ら
が
い
た
が
彼
ら
は
人
物
画
を
専
門
と
し
て
い
た
。 

 

一
七
五
六
年
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
帰
国
。
六
三
年
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
美
術
ア

カ
デ
ミ
ー
の
会
員
に
迎
え
ら
れ
、
功
績
が
認
め
ら
れ
た
。 

 

カ
ナ
レ
ッ
ト
の
画
風
は
三
期
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
最
初
期
は
温
か
み
の
あ
る

色
調
と
明
る
く
澄
ん
だ
空
の
情
景
を
特
徴
と
し
、
中
期
は
明
確
な
輪
郭
線
で
画
面

を
明
る
い
太
陽
の
光
が
満
ち
た
作
風
、
後
年
は
よ
り
銀
色
味
を
帯
び
た
色
調
で
素

早
い
タ
ッ
チ
の
点
描
と
曲
線
に
よ
っ
て
人
物
像
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
な
ど
の
細
部
を
描

写
す
る
「
カ
リ
グ
ラ
フ
ィ
的
」
手
法
が
用
い
ら
れ
た
。 

 

同
時
代
の
画
家
と
し
て
、
カ
ナ
レ
ッ
ト
の
甥
で
優
秀
な
弟
子
ベ
ロ
ッ
ト
（17

22-

1
780

）
、
独
特
の
や
や
暗
い
色
調
を
発
展
さ
せ
、
後
に
ド
レ
ス
デ
ン
や
ワ
ル
シ
ャ
ワ

に
滞
在
し
、
そ
れ
ら
の
街
を
描
い
た
。
生
き
生
き
と
し
た
作
風
の
マ
リ
エ
ス
キ

（171
0-17

43

）
と
グ
ア
ル
デ
ィ
（1712

-179
3

）
も
い
て
、
後
者
は
優
美
で
ロ
コ
コ

風
な
魅
力
的
な
表
現
に
富
む
。 

 

そ
の
後
の
カ
ナ
レ
ッ
ト
の
影
響
と
し
て
は
敬
意
と
反
抗
心
が
あ
る
も
の
の
、
タ

ー
ナ
ー
や
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
、
モ
ネ
へ
と
つ
な
が
る
。 

 

カ
ナ
レ
ッ
ト
は
、
経
験
と
観
察
に
基
づ
い
た
紛
れ
も
な
く
啓
蒙
思
想
の
芸
術
家

で
あ
っ
た
。 
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【
美
術
史
の
中
の
グ
ラ
ン
ド
・
ツ
ア
ー 

カ
ナ
レ
ッ
ト
か
ら
モ
ネ
へ
】 

（
千
足
伸
行
（
広
島
県
立
美
術
館
長
）
）
か
ら
抄 

 

プ
ロ
ト
（
前
）
グ
ラ
ン
ド
・
ツ
ア
ー
と
し
て
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
、
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
、

随
筆
家
の
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
、
そ
し
て
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
生
ま
れ
の
女
性
画
家
メ
ー

リ
ア
ン
（1647

-171
7

）
を
挙
げ
て
い
る
。「
五
〇
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
単
身
、
オ
ラ
ン

ダ
領
の
南
米
ス
リ
ナ
ム
（
旧
称
ギ
ア
ナ
）
に
旅
し
、
こ
こ
の
珍
し
い
花
や
蝶
、
昆
虫

な
ど
を
正
確
か
つ
芸
術
性
豊
か
に
再
現
し
た
」
と
い
う
。 

 

ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
来
た
ヴ
ェ
ド
ゥ
ー
タ
の
画
家
カ
ル
レ
ヴ
ァ
リ
ス
が
カ
ナ

レ
ッ
ト
に
影
響
を
与
え
た
。
15
・
16
世
紀
の
ベ
ル
リ
ー
ニ
一
族
や
カ
ル
パ
ッ
チ
ョ

な
ど
は
建
築
や
景
観
を
脇
役
の
背
景
と
し
て
描
き
、
む
し
ろ
17
世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ

絵
画
、
例
え
ば
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
の
「
デ
ル
フ
ト
風
景
」
な
ど
ヴ
ェ
ド
ゥ
ー
タ
と
呼
ん

で
も
問
題
な
い
作
品
も
あ
る
。
こ
の
種
の
都
市
風
景
を
得
意
と
し
た
ハ
イ
デ
ン

（163
7-17

12

）
、
サ
ー
ン
レ
ダ
ム
（159

7-16
65

）
、
デ
・
ウ
ィ
ッ
テ
（1

616-
1691

/2

）、

ベ
ル
ク
ハ
イ
デ
（1638

-169
8

）
な
ど
が
い
て
、
オ
ラ
ン
ダ
の
場
合
は
〈
タ
ウ
ン
（
シ

テ
ィ
）
ス
ケ
ー
プ
〉
と
呼
ば
れ
る
が
、
ヴ
ェ
ド
ゥ
ー
タ
と
の
境
目
は
必
ず
し
も
明
確

で
な
い
。 

 

グ
ラ
ン
ド
・
ツ
ア
ー
時
代
に
ロ
ー
マ
で
活
躍
し
た
ヴ
ェ
ド
ゥ
ー
タ
の
画
家
に
パ

ニ
ー
ニ
（1691

-176
5

）
が
い
る
。「
ロ
ー
マ
の
カ
ナ
レ
ッ
ト
」
的
な
位
置
を
占
め
て

い
た
。
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と
、
ロ
ー
マ
で
カ
ナ
レ
ッ
ト
を
知
り
、
彼
の
影
響

を
受
け
た
と
さ
れ
る
。
な
お
、
パ
ニ
ー
ニ
の
「
古
代
ロ
ー
マ
の
諸
情
景
」（
ル
ー
ブ

ル
美
術
館
、
パ
リ
）
と
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
「Pict

ure
 ga

llery 

w
ith

 vie
ws of anci

ent
 Rom

e (175
8)

」
と
、
よ
く
見
る
と
部
分
的
に
異
な
っ

て
い
る
が
。 

 

ロ
ー
マ
で
も
グ
ラ
ン
ド
・
ツ
ア
ー
は
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
18
世
紀
後
半
の
ロ
ー

マ
に
新
古
典
主
義
絵
画
の
「
宣
言
」
と
も
い
う
べ
き
「
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
兄
弟
の
誓
い
」

（1
784/5

）
を
完
成
し
た
ダ
ヴ
ィ
ド
、
新
古
典
主
義
を
先
導
し
た
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
マ

ン
、
代
表
的
な
画
家
メ
ン
グ
ス
、
ス
イ
ス
出
身
の
女
性
画
家
ア
ン
ゲ
リ
カ
・
カ
ウ
フ

マ
ン
な
ど
が
結
集
し
新
し
い
波
に
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
的
様
相
を
呈
し
て
い
た
。 

 

世
紀
末
に
は
ロ
マ
ン
主
義
的
な
萌
芽
も
あ
り
、
グ
ラ
ン
ド
・
ツ
ア
ー
の
ラ
イ
バ
ル

的
な
「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
な
旅
」
あ
る
い
は
「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
旅
」
が
台
頭
し

て
く
る
。
以
前
で
は
サ
ル
ヴ
ァ
ト
ー
ル
・
ロ
ー
ザ
や
ク
ロ
ー
ド
・
ロ
ラ
ン
な
ど
が
描

い
た
理
想
的
あ
る
い
は
古
典
的
・
英
雄
的
風
景
を
自
然
の
中
に
求
め
る
旅
を
指
す
。

「
自
然
あ
り
き
」
で
は
な
く
「
タ
ブ
ロ
ー
（
名
画
）
あ
り
き
」
の
旅
で
あ
る
。
こ
の

概
念
は
主
に
風
景
画
に
適
用
さ
れ
、
タ
ー
ナ
ー
、
モ
ネ
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
、
ホ
イ
ッ
ス

ラ
ー
、
サ
ー
ジ
ェ
ン
ト
な
ど
〈
近
代
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
派
〉
と
も
い
う
べ
き
も
の
を

形
成
し
て
い
る
。 

 

【
カ
ナ
レ
ッ
ト
の
生
涯
】（
新
田
健
史
）
か
ら
抄 

 

「
一
七
一
九
年
、
ナ
ポ
リ
出
身
の
音
楽
家
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
ィ
の
オ
ペ
ラ
の
舞
台
デ

ザ
イ
ン
の
た
め
、
ベ
ル
ナ
ル
ド
と
共
に
ロ
ー
マ
に
赴
く
。
こ
の
地
で
カ
ナ
レ
ッ
ト

は
、
景
観
画
家
の
先
達
ガ
ス
パ
ー
ル
・
ヴ
ァ
ン
ヴ
ィ
テ
ッ
リ
の
作
品
を
見
て
、
本
人

に
も
会
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
」 
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第
１
章 

カ
ナ
レ
ッ
ト
以
前
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア 

  

ヤ
ー
コ
ポ
・
デ
・
バ
ル
バ
リ
（1

460/
70-1

516

以
前
）「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
鳥
観
図
」。

一
五
〇
〇
年
当
時
を
描
く
。 

 

17
世
紀
後
半
に
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
ロ
ー
マ
に
や
っ
て
来
た
ヴ
ァ
ン
ヴ
ィ
テ
ッ
リ
が

ヴ
ェ
ド
ゥ
ー
タ
発
展
の
祖
と
な
っ
た
。
そ
し
て
名
声
を
確
立
し
た
の
が
パ
ニ
ー
ニ

で
あ
っ
た
。 

 

こ
の
頃
、
一
方
で
時
代
を
代
表
す
る
世
紀
最
大
の
画
家
は
テ
ィ
エ
ポ
ロ
（16

96-

1
770

）
で
あ
る
。
テ
ィ
エ
ポ
ロ
が
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
新
興
貴
族
た
ち
の
邸
館
の
壁
を

華
麗
な
フ
レ
ス
コ
画
で
彩
っ
た
。
人
々
は
黄
金
時
代
の
巨
匠
ヴ
ェ
ロ
ネ
ー
ゼ
の
祝

祭
的
絵
画
を
求
め
た
。 

 

図
録
か
ら 

画
像 

※ 

テ
ィ
エ
ポ
ロ 

「
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
に
よ
っ
て
天
上
に
導
か
れ
る 

ヴ
ェ
ッ
ト
ー
ル
・
ピ
サ
ー
ニ
提
督
」1743

年
頃 

 

「
澄
ん
だ
青
空
に
浮
か
ぶ
黄
金
色
の
雲
の
間
を
神
々
が
軽
や
か
に
浮
遊
す
る
天

上
の
光
景
が
、
下
か
ら
仰
ぎ
見
る
よ
う
に
逆
光
や
短
縮
法
の
効
果
を
駆
使
し
て
描

か
れ
、
観
る
者
を
幻
想
的
空
間
へ
と
い
ざ
な
う
か
の
よ
う
で
あ
る
」 

  
 

                    

テ
ィ
エ
ポ
ロ
は
二
つ
の
版
画
集
を
成
し
て
い
る
が
、
そ
の
一
つ
『
カ
プ
リ
ッ
チ
』
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（
10
点
の
エ
ッ
チ
ン
グ
連
作
）
が
陳
列
さ
れ
て
い
る
。
人
体
の
線
が
優
し
さ
に
溢

れ
、
顔
の
表
情
も
温
か
み
を
覚
え
、
実
に
い
い
、
い
や
上
手
い
！ 

カ
ナ
レ
ッ
ト
の

版
画
集
と
比
較
す
る
と
、
軽
や
か
さ
や
自
由
さ
が
際
立
っ
て
い
る
と
い
う
。 

 

図
録
か
ら 

画
像 

※ 

パ
ニ
ー
ニ
（1691-

1765
）「
ロ
ー
マ
、
ポ
ル
タ
・
サ
ン
ト
・
ス
ピ
リ
ト
」 

               

C
o
lu
mn

 

1
【
ヴ
ェ
ド
ゥ
ー
タ
成
立
前
史
―
― 

都
市
景
観
と
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
派
の
絵
画
】 

 

水
の
都
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
、
四
百
以
上
の
橋
で
結
ば
れ
た
百
十
八
の
小
さ
な
島

か
ら
構
成
さ
れ
た
類
ま
れ
な
水
上
都
市
。 

 

パ
オ
ロ
・
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
（130

0

頃-
136

5

頃
） 

 

ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
絵
画
の
影
響
が
色
濃
い
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
。 

 

（
ネ
ッ
ト
か
ら
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
出
身
の
14
世
紀
の
画
家
、
絵
画
の
「
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
派
の
創
始
者
」
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
の
公
式
画
家
。
彼
は
精
巧
に
額
縁

さ
れ
た
ポ
リ
テ
ュ
ク
ま
た
は
「
複
合
祭
壇
画
」
形
式
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
の
発
展
を

主
導
し
た
。
こ
れ
は
13
世
紀
中
に
イ
タ
リ
ア
全
土
で
普
及
。
名
前
が
知
ら
れ
て
い

る
最
古
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
画
家
。
彼
の
ス
タ
イ
ル
は
「
ま
だ
ビ
ザ
ン
チ
ン
」
、
つ

ま
り
イ
タ
ロ
ビ
ザ
ン
チ
ン
。
） 

  

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
後
、
15
世
紀
前
半
に
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
先
進
的
ル
ネ
サ
ン

ス
様
式
を
消
化
吸
収
し
、
ベ
ッ
リ
ー
ニ
一
族
が
活
躍
す
る
。 

 

息
子
ジ
ェ
ン
テ
ィ
ー
レ
・
ベ
ッ
リ
ー
ニ
（14

29

頃-15
07

）
の
「
サ
ン
・
マ
ル
コ

広
場
で
の
聖
十
字
架
の
聖
遺
物
の
行
列
」(1

496)
 

と
カ
ル
パ
ッ
チ
ョ
（146

0/65
-

1
525/

6

）
の
「
聖
マ
ル
コ
の
ラ
イ
オ
ン
」(1

516)
 

。
ベ
ッ
リ
ー
ニ
の
サ
ン
・
マ
ル

コ
広
場
作
品
で
、
背
景
な
が
ら
も
サ
ン
・
マ
ル
コ
寺
院
な
ど
が
半
ば
主
題
か
の
よ
う

に
立
ち
並
ぶ
建
築
物
の
詳
細
な
描
写
に
驚
く
。
三
．
五
メ
ー
ト
ル
に
七
．
七
メ
ー
ト
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ル
と
い
う
大
き
さ
の
テ
ン
ペ
ラ
画
で
あ
る
。 

 

16
世
紀
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
派
と
い
う
黄
金
時
代
を
迎
え
る
。
ベ
ッ
リ
ー
ニ
工
房

に
学
ん
だ
大
好
き
な
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
ー
ネ
（14

77-
1510

）
と
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ

（148
8/90

-157
6

）
、
世
紀
後
半
に
テ
ィ
ン
ト
レ
ッ
ト
（1519

-94

）
と
ヴ
ェ
ロ
ネ
ー

ゼ
（15

28-8
8

）
ら
で
あ
る
。
彼
ら
は
サ
ン
・
マ
ル
コ
地
区
の
景
観
を
し
ば
し
ば
取

り
入
れ
た
。
そ
の
後
に
、
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ハ
イ
ン
ツ
・
イ
ル
・
ジ
ョ
ー
ヴ
ァ
ネ
（1

600

頃-78

）
の
「
レ
デ
ン
ト
ー
レ
の
祭
の
行
列
」(1

64
8) 

が
あ
る
。 

  

第
２
章 

カ
ナ
レ
ッ
ト
の
ヴ
ェ
ド
ゥ
ー
タ 

  

カ
ナ
レ
ッ
ト
が
ヴ
ェ
ド
ゥ
ー
タ
を
描
き
始
め
た
の
は
一
七
一
九
年
頃
。
当
初
は

光
と
陰
の
効
果
、
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
効
果
、
表
面
を
筆
で
丹
念
に
触
れ
て
い
く
タ

ッ
チ
、
ご
く
淡
く
靄
が
漂
っ
て
い
る
よ
う
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
、
初
期
の
作
品
は
グ

ア
ル
デ
ィ
に
近
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
や
が
て
、
一
七
三
〇
年
代
ま
で
に
、
暖
か
っ
た

空
は
冷
た
く
透
き
、
水
の
波
紋
も
定
型
的
な
表
現
と
な
り
、
建
物
に
は
定
規
を
用
い

堅
固
さ
が
強
調
さ
れ
る
。
四
〇
年
代
に
空
は
再
び
暖
か
く
な
る
。
晩
年
は
人
物
の
表

現
の
細
部
が
省
略
さ
れ
、
光
の
粒
が
画
面
の
中
で
踊
っ
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
与

え
る
。 

｛
出
品No.

 

作
品
名 

制
作
年 

（
油
彩
が
13
点
展
示
）
｝ 

17 

「
カ
ナ
ル
・
グ
ラ
ン
デ
：
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
バ
ル
ビ
か
ら
北
東
に
リ
ア
ル
ト
橋
を

望
む
」17

24

年
頃 

 

逆
Ｓ
字
型
の
カ
ナ
ル
・
グ
ラ
ン
デ
（
大
運
河
）
の
一
部
。
オ
ベ
リ
ス
ク
が
２
本
突

き
出
た
左
側
の
建
物
が
パ
ラ
ッ
ツ
オ
・
バ
ル
ビ
（
宮
殿
）
。 

運
河
の
奥
に
あ
る
リ

ア
ル
ト
橋
周
辺
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
商
業
の
中
心
地
で
あ
る
。
な
お
、
政
治
の
中
心
地

は
パ
ラ
ッ
ツ
オ
・
ド
ゥ
カ
ー
レ
（
元
首
公
邸
）
や
サ
ン
・
マ
ル
コ
広
場
周
辺
。 

 

宮
殿
の
入
口
（
裏
口
？
）
が
階
段
状
の
船
着
き
場
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
に
ち
ょ

っ
と
び
っ
く
り
。
い
い
な
あ
、
と
羨
ま
し
く
も
あ
り
、
ロ
マ
ン
も
感
じ
。
そ
し
て
、

細
部
が
詳
細
な
の
だ
が
や
や
朦
朧
と
し
た
雰
囲
気
の
画
面
全
体
に
古
代
ロ
ー
マ
の

都
市
を
感
じ
。
日
が
低
い
の
だ
ろ
う
右
側
の
建
物
の
並
び
定
ま
っ
た
よ
う
な
運
河

の
表
面
と
、
青
が
の
ぞ
く
空
に
定
ま
ら
な
い
妖
し
き
雲
の
表
現
に
新
規
さ
を
覚
え
。 

 

18 

「
サ
ン
・
マ
ル
コ
湾
：
北
を
望
む
」 17

30

年
頃 

 

サ
ン
・
マ
ル
コ
湾
を
挟
ん
で
ジ
ュ
デ
ッ
カ
島
か
ら
対
岸
の
眺
め
。
ド
ゥ
カ
ー
レ

（
元
首
公
邸
）、
牢
獄
、
サ
ン
・
マ
ル
コ
小
広
場
、
ゼ
ッ
カ
（
造
幣
局
）、
サ
ン
・
マ

ル
コ
大
聖
堂
の
鐘
楼
な
ど
。
手
前
左
に
丸
い
球
の
載
っ
た
ド
ガ
ー
ナ
（
税
関
）
も
。

ゴ
ン
ド
ラ
な
ど
舟
と
働
く
人
々
、
波
止
場
に
散
策
す
る
高
貴
な
服
装
の
男
女
（
剣
を

ぶ
ら
下
げ
た
男
は
案
内
か
、
扇
子
を
持
つ
女
性
の
衣
服
は
引
き
づ
る
ほ
ど
に
）、
添

景
風
な
が
ら
商
談
か
男
二
人
、
野
良
犬
だ
ろ
う
か
一
匹
が
目
立
つ
。
湾
に
反
映
し
て

い
る
の
は
建
物
と
妖
し
い
雲
だ
ろ
う
か
。
普
段
着
の
広
場
を
感
じ
。 

  



8 

 

                     

19 

「
サ
ン
・
ヴ
ィ
オ
広
場
か
ら
見
た
カ
ナ
ル
・
グ
ラ
ン
デ
」 17

30

年
以
降 

 

写
真
を
撮
れ
た
！ 

空
が
明
る
く
水
面
も
青
さ
を
増
す
。
爽
や
か
だ
。
建
物
の
描

写
も
光
が
豊
か
な
た
め
か
実
に
精
密
で
華
麗
で
あ
る
。 

 

カ
ナ
ル
・
グ
ラ
ン
デ
に
入
っ
て
ま
も
な
く
少
し
遡
る
と
ア
カ
デ
ミ
ア
橋
の
手
前

に
サ
ン
・
ヴ
ィ
オ
広
場
（
画
面
右
下
の
箇
所
）。
隣
接
す
る
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
バ
ル
バ

リ
ゴ
、
そ
の
奥
に
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
デ
ッ
ラ
・
サ
ル
ー
テ
聖
堂
。
遠
く
税
関
も
見

え
る
。
左
に
並
ぶ
建
物
は
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
知
ら
れ
た
も
の
ば
か
り
と
い
う
。 

 

こ
の
眺
め
は
人
気
が
あ
り
、
カ
ナ
レ
ッ
ト
も
気
に
入
っ
て
い
た
よ
う
で
類
似
し

た
構
図
を
何
点
も
描
い
て
い
る
と
い
う
。
舟
の
人
々
も
気
に
な
る
が
、
日
常
的
な
場

景
と
思
わ
れ
る
広
場
で
杖
を
持
ち
犬
を
抱
い
た
男
、
端
に
腰
掛
け
指
さ
し
て
い
る

男
、
特
に
壁
に
向
か
っ
て
お
し
っ
こ
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
男
が
す
こ
ぶ
る
気
に
な

る
。
風
俗
画
を
も
秘
め
た
素
晴
ら
し
い
作
品
で
あ
る
。 

 

20 

「
カ
ナ
ル
・
グ
ラ
ン
デ
の
レ
ガ
ッ
タ
」 173

0-17
39

年
頃 

 

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
祭
の
中
で
一
際
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
レ
ガ
ッ
タ
。
船
の
種

類
や
漕
ぎ
手
の
人
数
別
に
幾
ク
ラ
ス
か
が
あ
り
、
女
性
だ
け
の
ク
ラ
ス
も
あ
っ
た
。

左
端
に
浮
き
台
で
で
き
た
表
彰
場
所
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
天
辺
に
植
木

が
乗
っ
た
木
や
小
さ
な
人
口
の
噴
水
も
。
左
の
宮
殿
に
は
、
カ
ナ
レ
ッ
ト
の
パ
ト
ロ

ン
で
あ
る
英
国
人
が
住
ん
で
い
た
。
８
人
漕
ぎ
の
華
や
か
な
２
艘
の
船
の
白
と
青

の
衣
服
は
、
名
門
ピ
サ
ー
ニ
家
の
色
。
船
の
彫
刻
的
な
人
体
や
金
箔
の
飾
り
が
素
晴

ら
し
い
。
小
さ
な
ゴ
ン
ド
ラ
風
な
五
艘
が
競
争
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
観
光
客
を 
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乗
せ
た
船
々
も
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
あ
っ
て
楽
し
い
。
手
前
の
幾
艘
か
の
人
々
の
楽

し
そ
う
な
会
話
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
そ
し
て
、
建
物
の
中
か
ら
観
戦
し
て
い
る
多
く

の
人
た
ち
も
考
慮
す
る
と
、
何
と
い
う
ス
ケ
ー
ル
感
！ 

レ
ガ
ッ
タ
故
に
か
波
立

つ
だ
ろ
う
波
の
細
か
な
表
現
が
目
に
付
く
。
こ
の
表
現
は
の
ち
の
ち
ま
で
規
範
的

に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。 

 

レ
ガ
ッ
タ
の
絵
は
、
先
人
カ
ル
レ
ヴ
ァ
リ
ス
や
、
グ
ア
ル
デ
ィ
も
描
い
て
い
る
。 

 

21 

「
サ
ン
・
マ
ル
コ
広
場
」 1

732-
33

年
頃 

 

「
広
場
」
を
イ
タ
リ
ア
語
で
「
ピ
ア
ッ
ツ
ァ
」
と
い
う
が
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
言

葉
で
「
カ
ン
ポ
」
と
い
う
。
し
か
し
た
だ
一
か
所
の
サ
ン
・
マ
ル
コ
広
場
だ
け
に
「
ピ

ア
ッ
ツ
ァ
」
を
用
い
た
。
こ
の
絵
で
、
左
端
に
サ
ン
・
マ
ル
コ
大
聖
堂
、
そ
の
奥
に

ド
ゥ
カ
ー
レ
（
元
首
公
邸
）
、
さ
ら
に
対
岸
に
サ
ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
マ
ッ
ジ
ョ
ー

レ
聖
堂
の
円
屋
根
が
見
え
る
。
サ
ン
・
マ
ル
コ
小
広
場
に
図
書
館
、
画
面
中
央
に
大

き
く
鐘
楼
、
そ
の
す
ぐ
後
ろ
に
横
長
に
続
く
新
市
庁
舎
、
そ
の
右
側
に
白
い
サ
ン
・

ジ
ェ
ミ
ニ
ャ
ー
ノ
聖
堂
が
描
か
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
画
も
実
際
の
視
覚
で
は
あ
り
え
な
い
画
角
を
取
り
、
建
物
の
集
合
を
図
っ

て
い
る
。
そ
れ
が
何
の
不
思
議
さ
も
な
く
扱
わ
れ
て
い
る
。 

 

サ
ン
・
マ
ル
コ
大
聖
堂
の
壁
面
の
デ
ザ
イ
ン
や
彫
刻
、
お
よ
び
突
き
出
た
独
立
的

な
幾
つ
も
の
彫
刻
（
何
に
よ
る
像
か
）
が
詳
細
で
見
事
で
あ
る
。
そ
の
大
聖
堂
前
の

広
場
に
種
々
の
人
々
が
描
か
れ
て
い
る
。
一
人
、
二
人
か
ら
四
五
人
の
グ
ル
ー
プ
、

そ
し
て
離
れ
て
人
の
集
団
、
湾
の
船
ま
で
詳
細
に
描
か
れ
、
画
面
全
体
は
静
的
で
あ



10 

 

る
が
、
拡
大
し
て
見
る
と
日
常
の
生
が
見
え
イ
タ
リ
ア
語
は
分
か
ら
な
い
が
生
き

た
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。
丸
い
布
張
り
の
よ
う
な
テ
ン
ト
の
よ
う
な
も
の
の
下
で

何
か
を
売
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
必
需
品
そ
れ
と
も
土
産
品
か
。 

 

22 

「
モ
ー
ロ
河
岸
、
聖
テ
オ
ド
ル
ス
の
柱
を
右
に
西
を
望
む
」 173

8

年
頃 

 

海
か
ら
の
旅
人
の
玄
関
口
と
な
る
、
政
治
の
中
心
地
ド
ゥ
カ
ー
レ
（
元
首
公
邸
）

付
近
。
画
面
右
側
に
、
サ
ン
・
マ
ル
コ
小
広
場
に
あ
る
２
柱
の
ひ
と
つ
「
聖
テ
オ
ド

ル
ス
の
柱
」
、
そ
の
後
に
図
書
館
、
さ
ら
に
造
幣
局
、
穀
物
庫
。
対
岸
の
方
に
サ
ン

タ
・
マ
リ
ア
・
デ
ッ
ラ
・
サ
ル
ー
テ
聖
堂
と
税
関
。
大
き
く
帆
を
掲
げ
た
２
隻
の
船

の
先
に
レ
デ
ン
ト
ー
レ
聖
堂
の
円
蓋
が
見
え
る
。 

 

こ
れ
も
ド
ロ
ー
ン
を
用
い
た
視
点
で
あ
り
、
望
遠
レ
ン
ズ
で
眺
め
た
映
像
を
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

波
止
場
の
橋
は
三
段
の
階
段
状
で
あ
り
、
そ
こ
に
腰
変
え
て
い
る
人
、
船
上
で
働

い
て
い
る
人
々
、
波
止
場
に
い
る
様
々
な
衣
服
の
人
々
で
活
気
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

空
の
青
と
白
い
雲
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
、
聖
堂
の
光
、
運
河
の
色
な
ど
に
よ
る
画
面

全
体
の
明
る
さ
も
素
敵
で
あ
る
。 

 

た
だ
、
こ
の
絵
を
見
た
と
思
っ
て
い
る
が
、
リ
ス
ト
に
載
っ
て
い
な
く
。 

 

23 

「
昇
天
祭
、
モ
ー
ロ
河
岸
に
戻
る
ブ
チ
ン
ト
ー
ロ
」1

738-
174

2

年
頃 

 

飾
っ
た
船
々
の
な
か
、
元
首
の
豪
華
な
御
座
船
が
海
に
漕
ぎ
出
る
。
旗
を
高
々
と

上
げ
櫂
ま
で
金
箔
で
あ
る
。
ア
ド
リ
ア
海
に
出
る
と
、「
海
よ
、
汝
と
結
婚
す
る
」

と
唱
え
な
が
ら
金
の
指
輪
を
海
に
投
げ
入
れ
る
。
華
や
か
な
キ
リ
ス
ト
昇
天
祭
の

歓
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。
宗
教
曲
で
は
な
い
世
俗
的
な
祝
祭
音
楽
で
あ
る
。
か
つ
て

ル
ネ
サ
ン
ス
時
代
に
ガ
ブ
リ
エ
ル
兄
弟
ら
に
よ
る
〈
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
楽
派
〉
が
あ
っ

た
よ
う
に
、
ま
さ
に
18
世
紀
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
音
楽
｛
注
｝
で
あ
る
。
こ
の
時
代

の
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
や
ア
ル
ビ
ノ
ー
ニ
、
ガ
ル
ッ
ピ
を
改
め
て
聴
き
た
く
な
る
。
カ

ナ
レ
ッ
ト
も
色
々
な
角
度
か
ら
何
度
も
こ
の
祝
祭
の
場
面
を
描
い
て
い
る
と
い
う
。

ゴ
ン
ド
ラ
を
漕
ぐ
人
々
の
個
性
が
面
白
く
、
奥
ま
で
連
な
る
見
物
す
る
波
止
場
の

群
衆
に
も
驚
く
。 

 

24 

「
ロ
ン
ド
ン
、
北
側
か
ら
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
橋
を
望
む
、
金
細
工
師
組
合

マ
ス
タ
ー
の
行
進
」1750

年
頃 

 

す
ご
い
広
角
レ
ン
ズ
の
画
界
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
広
い
実
写
的
な
絵
を
絵
画

史
上
は
初
め
て
見
る
思
い
で
あ
る
。
実
に
広
々
と
し
、
同
時
代
の
出
来
事
を
精
密
に

描
い
て
い
る
が
、
視
界
は
や
や
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
そ
う
は

見
え
な
い
。
新
市
長
就
任
日
を
描
い
て
い
る
と
さ
れ
、
や
や
中
央
に
市
長
が
乗
っ
た

青
い
屋
根
の
大
型
平
底
舟
、
横
に
赤
い
屋
根
の
金
細
工
師
組
合
の
船
ら
し
き
、
そ
の

他
の
大
型
の
船
や
た
く
さ
ん
の
小
舟
。
テ
ム
ズ
川
に
架
か
る
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ

ー
橋
、
そ
の
飾
り
や
石
壁
。
右
側
か
ら
、
セ
ン
ト
・
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
聖
堂
、
ウ
ェ
ス

ト
ミ
ン
ス
タ
ー
寺
院
、
ホ
ー
ル
、
セ
ン
ト
・
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
礼
拝
堂
、
セ
ン
ト
・
ジ

ョ
ン
聖
堂
の
４
本
の
塔
、
遠
く
ラ
ン
ベ
ス
宮
殿
の
４
本
の
塔
、
セ
ン
ト
・
マ
ー
ガ
レ

ッ
ト
聖
堂
の
塔
と
描
き
、
遠
景
の
微
か
な
山
が
広
大
さ
を
助
長
し
て
い
よ
う
か
。 



11 

 

                     

25 

「
ロ
ン
ド
ン
、
テ
ム
ズ
川
、
サ
マ
セ
ッ
ト
・
ハ
ウ
ス
の
テ
ラ
ス
か
ら
ロ
ン
ド
ン

の
ザ
・
シ
テ
ィ
を
遠
望
す
る
」17

50

年
頃 

 

画
面
左
端
に
、
一
家
が
テ
ム
ズ
川
沿
い
を
散
歩
し
、
木
立
に
戯
れ
た
人
た
ち
の
風

景
画
で
実
に
素
晴
ら
し
い
。 

 

左
手
前
か
ら
サ
マ
セ
ッ
ト
・
ハ
ウ
ス
、
セ
ン
ト
・
ポ
ー
ル
大
聖
堂
、
ザ
・
シ
テ
ィ

に
立
ち
並
ぶ
彼
方
ま
で
続
く
尖
塔
。
そ
し
て
得
意
の
た
く
さ
ん
の
小
舟
。
帆
船
が
２

艘
。
洒
落
た
船
着
き
場
も
。 

 

26 

「
ロ
ン
ド
ン
、
ヴ
ォ
ク
ス
ホ
ー
ル
・
ガ
ー
デ
ン
ズ
の
大
歩
道
」 1

751

年
頃 

 

ヴ
ォ
ク
ス
ホ
ー
ル
・
ガ
ー
デ
ン
ズ
は
遊
園
地
と
い
う
。
遊
園
地
の
広
い
大
通
り
の

右
の
小
建
物
は
、
楽
団
の
た
め
の
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
か
ら
オ
ル
ガ
ン
・
ハ
ウ
ス
、
ト
ル

コ
風
食
事
を
提
供
す
る
テ
ン
ト
、
そ
し
て
道
の
遠
い
消
失
点
に
置
か
れ
て
い
る
の

は
曙
の
女
神
ア
ウ
ロ
ラ
。
歩
い
て
い
る
人
よ
り
、
か
た
ま
っ
て
何
や
ら
話
し
合
っ
て

い
る
の
が
多
い
。
近
い
人
た
ち
は
気
楽
に
音
楽
を
聴
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
遊
園
地

に
は
他
に
、
ゴ
シ
ッ
ク
、
古
典
主
義
、
中
国
風
な
ど
様
々
な
建
物
や
人
口
の
廃
墟
、

彫
像
、
柱
廊
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
が
並
ん
で
い
る
と
い
う
。
夕
方
５
時
開
園
だ
が
、

ロ
ン
ド
ン
は
日
が
長
い
の
で
夜
９
時
ま
で
明
る
い
。
夕
闇
に
な
る
と
、
ラ
ン
プ
が
眩

し
く
燈
り
、
透
か
し
絵
が
目
を
楽
し
ま
せ
た
と
い
う
。
入
園
の
チ
ケ
ッ
ト
が
ウ
ィ
リ

ア
ム
・
ホ
ガ
ー
ス
（1

697-
1764

）
の
デ
ザ
イ
ン
で
人
気
が
あ
っ
た
と
い
う
。 

 

27 

「
ロ
ン
ド
ン
、
ラ
ネ
ラ
ー
の
ロ
ト
ン
ダ
内
部
」17

51

年
頃 
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ラ
ネ
ラ
ー
は
ヴ
ォ
ク
ス
ホ
ー
ル
・
ガ
ー
デ
ン
ズ
と
並
ぶ
遊
興
施
設
と
い
う
。
巨
大

な
円
形
劇
場
が
あ
り
、
主
に
楽
団
と
合
唱
、
オ
ル
ガ
ン
の
音
楽
が
開
催
さ
れ
、
階
段

風
な
演
奏
席
に
演
奏
者
た
ち
が
い
る
。
円
形
の
周
囲
に
52
の
ボ
ッ
ク
ス
席
が
囲
ん

で
い
る
。
中
央
に
柱
に
囲
ま
れ
て
暖
炉
と
煙
突
。
た
く
さ
ん
の
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
が
天

上
か
ら
吊
る
さ
れ
た
円
形
の
広
い
間
で
、
人
々
そ
れ
ぞ
れ
何
を
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
。 

 

28 

「
ロ
ー
マ
、
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
デ
ル
・
ク
イ
リ
ナ
ー
レ
の
広
場
」1750
-51

年
頃 

 

下
敷
き
は
ホ
マ
ー
・
ワ
ウ
タ
ー
ス
の
版
画
で
、
ロ
ー
マ
を
描
く
に
定
番
の
名
所
。

広
大
な
教
皇
公
邸
と
、
そ
の
前
の
ク
イ
リ
ナ
ー
レ
広
場
。
公
邸
の
守
護
兵
や
屋
上
の

人
々
も
描
か
れ
。
左
の
近
景
と
し
て
の
、
二
頭
の
馬
と
二
人
の
人
物
が
い
る
左
の
像

は
、
当
時
で
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
彫
刻
家
プ
ラ
ク
シ
テ
レ
ス
や
フ
ェ
イ
デ
ィ
ア
ス

の
作
品
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が 

現
在
で
は
古
代
ロ
ー
マ
で
信
仰
さ
れ
て
い
た

カ
ス
ト
ル
と
ポ
ル
ッ
ク
ス
を
表
し
た
像
と
さ
れ
る
。
カ
ナ
レ
ッ
ト
の
ほ
ど
の
腕
前

な
ら
ば
像
だ
け
ア
ッ
プ
し
た
作
品
も
か
な
り
実
際
的
に
描
け
た
だ
ろ
う
。
ど
ん
な

歴
史
画
あ
る
い
は
神
話
画
を
描
く
の
か
想
像
し
た
く
な
る
。
広
場
に
二
頭
馬
車
二

台
の
上
を
含
め
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
い
て
、
太
い
切
り
株
に
腰
掛
け
て
い
る
夫

人
は
何
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。 

 

「
サ
ン
・
マ
ル
コ
広
場
」
同
様
、
東
京
富
士
美
術
館
の
収
蔵
で
あ
る
。
と
も
に
も

う
一
度
見
た
い
も
の
で
あ
る
。 

 

29 

「
ナ
ヴ
ォ
ナ
広
場
の
景
観 

」17
50-1

751

年
頃 

 

先
の
「
ク
イ
リ
ナ
ー
レ
の
広
場
」
と
対
に
な
る
作
品
で
、
同
じ
く
下
敷
き
は
ホ
マ

ー
・
ワ
ウ
タ
ー
ス
の
版
画
で
ロ
ー
マ
を
描
く
に
定
番
の
名
所
。
本
作
も
東
京
富
士
美

術
館
の
収
蔵
。 

 

画
面
中
央
付
近
に
高
く
そ
び
え
立
つ
サ
ン
・
タ
ニ
ェ
ー
ゼ
聖
堂
の
円
蓋
。
広
場
の

中
央
に
あ
る
の
は
ベ
ル
ニ
ー
ニ
に
よ
る
「
四
大
河
の
噴
水
」。
一
頭
あ
る
い
は
二
頭

馬
車
や
人
々
が
た
く
さ
ん
描
か
れ
て
い
る
。 

 

後
期
の
カ
ナ
レ
ッ
ト
の
特
徴
で
あ
る
、
整
然
と
し
た
建
築
の
描
写
、
暗
め
の
色
調

や
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
強
く
な
り
始
め
た
陰
影
な
ど
が
現
れ
て
い
る
と
い
う
。 

 

30 

「
昇
天
祭
、
モ
ー
ロ
河
岸
の
ブ
チ
ン
ト
ー
ロ
」17

60

年 

 

元
首
公
邸
や
サ
ン
・
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
大
聖
堂
、
サ
ン
・
マ
ル
コ
小
広
場
、
聖
マ
ル

コ
と
聖
テ
オ
ド
ル
ス
の
柱
、
船
溜
ま
り
な
ど
昇
天
祭
の
モ
ー
ロ
河
岸
。
豪
華
な
ブ
チ

ン
ト
ー
ロ
（
御
座
船
）
を
始
め
何
艘
も
の
船
。 

 

き
ら
き
ら
と
し
た
光
の
反
射
を
表
す
の
に
、
明
る
い
色
を
点
状
に
散
り
ば
め
る

描
写
。
多
彩
な
人
物
描
写
も
、
頭
部
に
置
か
れ
た
ハ
イ
ラ
イ
ト
が
点
々
と
光
っ
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
。
最
も
明
る
い
部
分
を
点
で
描
く
や
り
方
は
、
晩
年
の
特
徴
と
さ

れ
る
。
同
時
に
色
調
も
少
し
ず
つ
暗
さ
を
加
え
て
明
暗
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
強
め

て
い
く
。 
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C
o
lu
mn
 

2 

【
カ
ナ
レ
ッ
ト
と
パ
ト
ロ
ン
た
ち
】 

 

イ
ギ
リ
ス
の
ジ
ョ
セ
フ
・
ス
ミ
ス
（
銀
行
家
）
と
マ
ク
ス
ウ
ィ
ー
ニ
ー
（
元
興
行

師
）、
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
公
爵
、
他
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
名
門
貴
族
で
コ
レ
ク
タ
ー
の

ザ
グ
レ
ド
、
ル
ッ
カ
の
承
認
で
コ
レ
ク
タ
ー
の
コ
ン
テ
ィ
、
さ
ら
に
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
公
や
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
公
爵
な
ど
枚
挙
に
暇
が
な
い
と
さ
れ
る
。 

  

第
３
章 

カ
ナ
レ
ッ
ト
の
版
画
と
素
描
―
―
創
造
の
周
辺 

  

18
世
紀
、
油
彩
画
や
版
画
を
制
作
す
る
に
、
ま
ず
準
備
素
描
か
ら
始
め
る
。
カ

ナ
レ
ッ
ト
に
も
沢
山
の
準
備
素
描
が
残
さ
れ
て
お
り
、
単
体
で
完
結
さ
れ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
入
念
な
素
描
も
制
作
し
て
い
る
。
版
画
で
は
、
カ
ナ
レ
ッ
ト
の
原
画
が

彫
版
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、
カ
ナ
レ
ッ
ト
自
ら
が
彫
り
自
画
自
彫
で
あ
り
画
家

に
し
て
版
画
家
で
も
あ
っ
た
。 

 

『
カ
ナ
レ
ッ
ト
版
画
集
』
…
一
七
四
〇
年
以
降
の
刊
行
で
、
カ
ナ
レ
ッ
ト
唯
一
の

版
画
集
（
31
点
）。
ブ
レ
ン
タ
川
に
沿
っ
て
パ
ド
ヴ
ァ
ま
で
ス
ケ
ッ
チ
旅
行
を
し
た

際
に
生
ま
れ
た
も
の
と
い
う
。
銅
板
の
技
術
を
ヴ
ィ
ゼ
ン
テ
ィ
ー
ニ
か
ら
学
ん
だ

と
推
測
さ
れ
て
い
る
。 

 

本
展
で
は
そ
の
中
の
、
町
田
市
立
国
際
版
画
美
術
館
蔵
の
「
マ
ル
ゲ
ラ
の
塔
」

「
メ
ス
ト
レ
」「
河
岸
の
眺
め
」、
静
岡
県
立
美
術
館
蔵
の
「
ド
ー
ロ
風
景
」「
ラ
ン

タ
ン
の
あ
る
ポ
ル
テ
ィ
コ
」
の
５
点
を
陳
列
。 

35 

「
ド
ー
ロ
風
景
」177

4

年
以
降
に
刊
行 

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
立
美
術
館 

 

静
岡
県
立
美
術
館
蔵
と
同
じ
も
の
で
第
３
ス
テ
ー
ト
。
銅
板
の
エ
ッ
チ
ン
グ
を

紙
に
印
刷
か
。
ド
ー
ロ
は
街
の
名
。
塔
や
建
物
、
船
や
川
際
の
様
子
が
詳
細
に
描
か

れ
て
い
る
。
水
面
と
波
の
光
り
具
合
や
突
き
出
た
杭
の
並
び
、
ひ
と
人
の
仕
草
な
ど

し
ば
ら
く
視
線
を
巡
ら
さ
れ
て
し
ま
う
。
あ
ち
こ
ち
に
日
常
の
物
語
を
感
じ
て
し

ま
う
。
ス
ケ
ッ
チ
旅
行
の
意
気
込
み
と
意
義
や
楽
し
さ
も
伝
わ
っ
て
く
る
。 
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37 

「
河
岸
の
眺
め
」177

4

年
以
降
に
刊
行 

 

「
メ
ス
ト
レ
」
と
「
ラ
ン
タ
ン
の
あ
る
ポ
ル
テ
ィ
コ
」
も
素
晴
ら
し
い
が
、
取
り

分
け
て
「
河
岸
の
眺
め
」
に
感
嘆
！ 

な
ぜ
撮
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
近
景
に
土

手
の
植
生
や
地
面
と
小
川
の
橋
、
テ
ー
マ
で
あ
る
が
如
く
の
一
本
の
樹
木
、
中
景
の

ブ
レ
ン
タ
川
と
岸
辺
の
建
物
の
並
び
、
遠
景
の
屋
根
の
並
び
に
塔
、
そ
し
て
空
と

雲
。
実
に
今
日
的
描
写
の
景
色
で
あ
る
。（
左
画
像
は
図
録
か
ら
） 

               

41 

レ
フ
レ
ッ
ク
ス
・
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
キ
ュ
ラ
の
展
示 

 

東
京
富
士
美
術
館
の
も
の
。
部
屋
を
完
全
な
暗
室
に
し
て
窓
側
に
小
さ
な
穴
を

開
け
る
と
、
反
対
側
の
壁
に
屋
外
の
眺
め
が
天
地
左
右
反
転
し
た
形
で
映
し
出
さ

れ
る
。
こ
れ
が
ピ
ン
ホ
ー
ル
・
カ
メ
ラ
の
原
理
で
あ
る
が
、
古
く
は
中
国
の
墨
子
、

10
世
紀
ア
ラ
ビ
ア
の
ア
ル
ハ
ゼ
ン
ら
に
よ
る
言
及
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
透
視
図

法
に
沿
っ
た
画
像
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
キ
ュ
ラ
は
19
世
紀

初
頭
に
製
造
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。 
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C
o
lu
mn
 

3 

【
カ
ナ
レ
ッ
ト
時
代
の
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
キ
ュ
ラ
】 

（
省
略
） 

   

第
４
章 

同
時
代
の
画
家
た
ち
、
後
継
者
た
ち 

―
―
カ
ナ
レ
ッ
ト
に
連
な
る
系
譜
の
展
開 

  

カ
ナ
レ
ッ
ト
の
影
響
を
受
け
た
ヴ
ェ
ド
ゥ
ー
タ
の
画
家
マ
リ
エ
ス
キ
、
ベ
ロ
ッ

ト
、
グ
ア
ル
デ
ィ
、
そ
し
て
初
め
て
知
る
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ア
ル
ボ
ッ
ト
（1721

-

5
7

）。
英
国
に
約
十
年
間
滞
在
し
た
カ
ナ
レ
ッ
ト
の
影
響
で
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
イ

ム
ズ
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
マ
ー
ロ
ー
が
景
観
画
を
描
き
始
め
る
。 

 

な
お
、
入
手
困
難
な
ほ
ど
人
気
の
高
か
っ
た
カ
ナ
レ
ッ
ト
ら
は
旧
制
の
画
家
信

心
組
合
に
籍
を
置
い
て
い
た
。
人
物
画
の
制
作
を
専
ら
と
す
る
エ
リ
ー
ト
意
識
の

あ
る
画
家
た
ち
が
、
一
六
八
二
年
に
新
制
人
物
画
家
組
合
を
設
立
。
一
七
五
〇
年
に

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
ア
カ
デ
ミ
ー
が
設
立
さ
れ
る
ま
で
、
こ
の
組
合
は
敷
居
が
高
く

グ
ア
ル
デ
ィ
な
ど
は
登
録
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
ヴ
ェ
ド
ゥ
ー
タ
の
画
家
た
ち
は

人
気
や
評
判
と
は
裏
腹
に
、
画
家
の
世
界
で
は
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
が
ま
だ
低
く
見
ら

れ
て
い
た
。 

 
 
 

42 

ミ
ケ
ー
レ
・
マ
リ
エ
ス
キ 

「
リ
ア
ル
ト
橋
」 

17
40

年
頃 

 

マ
リ
エ
ス
キ
（171

0-43

）
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
生
ま
れ
。
大
運
河
の
ほ
ぼ
中
央
に

架
か
る
リ
ア
ル
ト
橋
。
16
世
紀
に
大
理
石
で
建
設
さ
れ
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
最
古
の 
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橋
。
橋
の
上
に
は
色
と
り
ど
り
の
露
店
が
軒
を
連
ね
、
赤
、
青
、
黄
色
の
ひ
さ
し
が

並
ぶ
。
両
岸
の
建
物
に
は
日
除
け
や
カ
ー
テ
ン
が
。
そ
れ
ら
は
運
河
の
波
紋
の
光
の

反
射
と
共
に
、
16
世
紀
に
黒
に
統
一
さ
れ
た
ゴ
ン
ド
ラ
と
対
照
的
で
あ
る
。
リ
ア

ル
ト
橋
周
辺
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
商
業
活
動
の
中
心
地
の
一
つ
で
あ
り
、
あ
ち
こ

ち
で
大
げ
さ
な
身
振
り
で
や
り
取
り
を
す
る
人
々
、
ゴ
ン
ド
ラ
や
渡
し
船
と
そ
れ

ら
を
操
る
漕
ぎ
手
た
ち
な
ど
、
水
の
都
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
日
常
風
景
が
広
が

る
。
船
の
上
の
樽
に
乗
っ
か
っ
て
舫も

や

い
綱
を
杭
に
つ
な
ご
う
と
し
て
い
る
水
夫
の

格
好
に
目
が
行
く
。
マ
リ
エ
ス
キ
の
装
飾
的
で
演
劇
的
な
構
成
が
発
揮
さ
れ
た
作

品
。 

 

44 

作
者
不
詳
「
カ
ナ
ル
・
グ
ラ
ン
デ
：
サ
ン
タ
・
ル
チ
ア
聖
堂
と
ス
カ
ル
ツ
ィ

聖
堂
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」 

174
0-17

60

年
頃 

 

ヴ
ェ
ド
ゥ
ー
タ
の
一
番
北
に
位
置
す
る
大
運
河
の
光
景
。
左
に
サ
ン
タ
・
ル
チ
ア

聖
堂
、
中
央
に
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
デ
ィ
・
ナ
ザ
レ
聖
堂
。
か
な
り
な
写
実
描
法
で
、

重
量
感
の
あ
る
絵
に
覚
え
る
。
現
在
は
サ
ン
タ
・
ル
チ
ア
駅
を
下
り
る
と
大
運
河
以

外
は
様
変
わ
り
し
て
い
る
と
い
う
。 

 

43 

ベ
ル
ナ
ル
ド
・
ベ
ロ
ッ
ト 

「
ル
ッ
カ
、
サ
ン
・
マ
ル
テ
ィ
ー
ノ
広
場
」 1742-

1
746

年 

（
下
の
画
像
） 

 

ト
ス
カ
ー
ナ
州
北
西
部
の
ル
ッ
カ
、
そ
の
サ
ン
・
マ
ル
テ
ィ
ー
ノ
広
場
。
画
面
奥

に
大
聖
堂
。
整
然
と
し
た
広
場
が
、
建
物
と
空
の
調
和
の
も
と
に
人
物
た
ち
と
動
物 
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や
馬
車
が
巧
み
な
配
置
な
ど
、
破
綻
の
な
い
、
洗
練
さ
れ
た
構
図
の
中
に
、
石
や
煉

瓦
の
一
つ
一
つ
の
質
感
を
捉
え
た
丁
寧
な
細
部
描
写
で
あ
り
、
生
真
面
目
な
作
品
。 

 

一
七
四
二
年
に
二
十
歳
の
ベ
ロ
ッ
ト
が
ロ
ー
マ
旅
行
に
出
か
け
、
ル
ッ
カ
に
立

ち
寄
っ
た
成
果
。
海
外
で
活
躍
し
た
ベ
ロ
ッ
ト
の
、
国
内
に
取
材
し
た
青
年
期
の
貴

重
な
ヴ
ェ
ド
ゥ
ー
タ
。 

 

カ
ナ
レ
ッ
ト
の
甥
で
あ
り
、
自
身
も
カ
ナ
レ
ッ
ト
を
名
乗
っ
た
ベ
ロ
ッ
ト

（172
2-80

）
は
ド
レ
ス
デ
ン
や
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
活
躍
し
当
地
の
ヴ
ェ
ド
ゥ
ー
タ
を

た
く
さ
ん
残
す
。「C

olum
n4 

都
市
の
復
興
と
ヴ
ェ
ド
ゥ
ー
タ
（
矢
追
愛
弓
）
」
に
よ

れ
ば
、
第
二
次
大
戦
で
連
合
軍
に
８
割
以
上
破
壊
さ
れ
た
「
エ
ル
ベ
河
畔
の
フ
ィ
レ

ン
ツ
ェ
」
と
呼
ば
れ
た
文
化
都
市
ド
レ
ス
デ
ン
と
、
ナ
チ
ス
に
８
割
以
上
も
破
壊
さ

れ
た
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
復
興
に
ベ
ロ
ッ
ト
の
作
品
が
参
照
さ
れ
た
。 

 

45 

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ア
ル
ボ
ッ
ト 

「
ア
ー
チ
の
あ
る
空
想
的
ヴ
ェ
ド
ゥ
ー
タ
」

46 

同
「
騎
馬
像
と
オ
ベ
リ
ス
ク
の
あ
る
空
想
的
ヴ
ェ
ド
ゥ
ー
タ
」 

47 

同
「
ラ
グ
ー
ナ
の
あ
る
村
の
空
想
的
ヴ
ェ
ド
ゥ
ー
タ
」 

48 

同
「
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
の
ポ
ル
テ
ィ
コ
と
オ
ベ
リ
ス
ク
の
あ
る
カ
プ
リ
ッ
チ
ョ
」 

 

以
上
の
四
点
は
図
録
に
は
あ
る
が
他
所
で
展
示
予
定
。 

 

ア
ル
ボ
ッ
ト
（172
1-57

）
は
マ
リ
エ
ス
キ
の
弟
子
で
、
い
ず
れ
も
マ
リ
エ
ス
キ

の
原
画
を
模
し
た
も
の
。
マ
リ
エ
ス
キ
の
死
後
、
ア
ル
ボ
ッ
ト
は
マ
リ
エ
ス
キ
の
未

亡
人
と
結
婚
し
て
店
を
引
き
継
ぎ
、「
第
二
の
マ
リ
エ
ス
キ
」
と
自
称
し
た
。 

 

因
み
に
ネ
ッ
ト
で
探
っ
て
み
る
と
ア
ル
ボ
ッ
ト
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
ド
ゥ
カ
ー

レ
宮
殿
」「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
税
関
」
な
ど
も
見
ら
れ
、
さ
ら
に
他
の
ヴ
ェ
ド
ゥ
ー
タ

画
家
と
し
て
カ
ル
ロ
・
グ
ル
バ
ス 

の
「Riv

a deg
li Schi

avon
i

」
や
ヴ
ェ
ネ
デ

ィ
グ
の
「De

r Doge
npal

ast

」
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ジ
ョ
リ
「
西
に
見
え
る
ヴ
ェ
ネ
ツ

ィ
ア
の
サ
ン
マ
ル
コ
教
会
」
な
ど
も
知
れ
る
。
ヴ
ェ
ド
ゥ
ー
タ
は
や
は
り
に
今
で
も

人
気
が
あ
る
の
だ
。 
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49 
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
グ
ア
ル
デ
ィ 

「
小
さ
な
広
場
と
建
物
の
あ
る
カ
プ
リ
ッ

チ
ョ
」 

1759

年 

東
京
富
士
美
術
館 

（
前
頁
の
画
像
） 

 

グ
ア
ル
デ
ィ
（1

712-
93

）。
広
場
の
正
面
に
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
崩
れ
か
か
っ
た

建
物
、
様
々
な
人
の
中
、
右
側
を
指
さ
す
子
供
を
連
れ
た
赤
い
マ
ン
ト
の
男
、
そ
の

差
す
方
向
に
籠
を
持
っ
て
い
る
女
、
ど
こ
か
物
語
が
始
ま
り
そ
う
で
あ
る
。
す
べ
て

が
前
景
か
ら
奥
へ
と
収
束
し
、
深
い
奥
行
き
を
感
じ
さ
せ
る
空
間
を
作
り
出
し
て

い
る
。
遠
近
法
と
色
彩
配
置
を
駆
使
し
た
グ
ア
ル
デ
ィ
中
期
の
作
品
と
い
う
。 

 

50 

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
グ
ア
ル
デ
ィ  

「
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
デ
ッ
ラ
・
サ
ル
ー
テ
聖
堂
」 

1
770

年
頃 

51 

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
グ
ア
ル
デ
ィ 

「
サ
ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
マ
ッ
ジ
ョ
ー
レ
聖
堂
」 

177
0

年
頃 

（
下
） 

 

グ
ア
ル
デ
ィ
に
は
珍
し
い
縦
長
の
、
し
か
も
対
の
作
品
と
い
う
。
大
運
河
を
挟
ん

で
の
両
聖
堂
で
あ
り
、
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
デ
ッ
ラ
・
サ
ル
ー
テ
聖
堂
は
17
世
紀

の
バ
ロ
ッ
ク
建
築
、
サ
ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
マ
ッ
ジ
ョ
ー
レ
聖
堂
は
16
世
紀
ル
ネ

サ
ン
ス
の
建
築
家
の
設
計
に
よ
る
。
前
者
の
絵
に
は
隣
接
す
る
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
総

主
教
神
学
校
と
サ
ン
・
グ
レ
ゴ
リ
オ
修
道
院
が
描
か
れ
て
い
る
。 

 

グ
ア
ル
デ
ィ
は
宗
教
画
や
神
話
画
、
人
物
画
な
ど
を
主
に
描
い
て
い
た
が
、
カ
ナ

レ
ッ
ト
が
英
国
へ
と
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
離
れ
た
後
に
高
収
入
と
な
る
ヴ
ェ
ド
ゥ
ー

タ
を
描
き
始
め
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
初
期
は
明
確
な
輪
郭
線
と
固
有
色
を
用

い
た
や
や
硬
い
画
面
か
ら
、
よ
り
軽
や
か
な
タ
ッ
チ
と
色
彩
に
よ
っ
て
キ
ラ
キ
ラ 

と
光
る
水
面
の
反
射
や
大
気
の
移
り
変
わ
り
を
捉
え
る
方
向
へ
と
徐
々
に
変
化
し
、

そ
れ
と
と
も
に
正
確
な
景
観
描
写
は
減
少
し
て
い
っ
た
と
。
晩
年
は
タ
ー
ナ
ー
や

印
象
派
な
ど
19
世
紀
以
降
の
画
法
の
先
駆
け
と
思
わ
れ
る
作
品
も
見
ら
れ
る
と
。 
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52 

グ
ア
ル
デ
ィ 

「
塔
の
遺
構
と
彼
方
に
村
の
あ
る
川
辺
の
風
景
」 177

0-80

年 

 

構
図
や
色
調
が
よ
く
似
た
後
期
の
対
の
作
品
の
一
つ
。
風
景
要
素
と
人
物
た
ち

が
穏
や
か
な
遠
近
法
に
よ
っ
て
描
か
れ
、
平
坦
な
地
形
に
変
化
を
添
え
て
い
る
。
中

央
に
川
が
流
れ
込
み
釣
り
人
が
い
る
。
向
こ
う
に
廃
墟
と
な
っ
た
塔
、
一
艘
の
船
が

辿
り
着
い
た
対
岸
に
聖
堂
の
よ
う
な
建
物
。
そ
の
背
後
の
丘
に
大
規
模
な
邸
宅
、
背

後
に
青
く
広
が
る
丘
あ
る
い
は
山
が
見
え
る
。 

               

53 

グ
ア
ル
デ
ィ 

「
塔
の
遺
構
の
あ
る
丘
の
風
景
」 

1770
-80

年 

（
次
頁
上
） 

対
に
な
っ
て
い
る
も
う
一
つ
の
作
品
。
ど
ち
ら
も
水
彩
画
家
か
な
と
思
う
く
ら

い
軽
い
彩
色
と
い
え
よ
う
か
。
し
か
も
、
休
日
の
休
憩
を
目
的
と
し
た
気
晴
ら
し
が

感
じ
ら
れ
平
和
で
あ
る
。
色
彩
の
光
で
ど
こ
か
印
象
派
に
通
じ
る
も
の
を
覚
え
る
。

撮
影
し
た
写
真
は
証
明
の
影
響
だ
ろ
う
茶
系
の
暖
色
ト
ー
ン
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

が
、
図
録
で
は
実
際
に
見
た
よ
う
に
も
っ
と
青
と
緑
が
か
っ
た
絵
で
あ
る
。 

こ
ち
ら
は
高
低
さ
の
あ
る
地
形
。
複
数
の
人
物
群
と
な
だ
ら
か
な
前
景
に
中
景

に
丘
が
あ
り
、
さ
ら
に
向
こ
う
に
廃
墟
の
塔
が
そ
び
え
る
隆
起
し
た
丘
が
連
な
る
。

円
形
に
は
ぼ
ん
や
り
青
い
山
が
浮
か
ぶ
。 

 

塔
の
遺
構
の
モ
チ
ー
フ
は
、
廃
墟
趣
味
の
カ
プ
リ
ッ
チ
ョ
や
風
景
画
で
知
ら
れ

る
マ
ル
コ
・
リ
ッ
チ
（1676

-173
0

）
か
ら
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ネ
ッ
ト

に
よ
る
と
、
リ
ッ
チ
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
近
郊
の
ベ
ル
ー
ノ
出
身
で
、
画
家
の
伯
父
に

教
わ
り
、
そ
の
後
ロ
ー
マ
に
出
て
風
景
画
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
し
た

と
い
う
。
一
七
三
〇
年
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
逝
去
。
ネ
ッ
ト
で
作
品
を
少
し
知
れ
る

が
、
気
に
な
る
画
家
で
あ
る
。
理
想
的
風
景
画
風
な
の
だ
が
農
場
や
牧
歌
的
情
景
、

森
の
中
な
ど
の
他
「
嵐
の
よ
う
な
風
景
」「
疾
風
の
船
」
な
ど
や
や
強
烈
な
画
も
あ

る
。
も
し
か
し
て
カ
ナ
レ
ッ
ト
も
グ
ア
ル
デ
ィ
よ
り
先
に
影
響
を
受
け
て
い
た
の

で
は
と
考
え
た
く
な
る
。 

 
グ
ア
ル
デ
ィ
は
「
機
知
に
富
む
」
画
家
と
言
わ
れ
、
そ
の
創
意
力
は
生
前
か
ら
評

価
さ
れ
て
い
た
。 
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54 

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ 

「
ス
キ
ア
ヴ
ォ
ー
ニ
河
岸
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」 

東
京
富
士
美
術
館 

 

生
没
年
不
明
の
画
家
だ
が
、
カ
ナ
レ
ッ
ト
の
弟
子
か
助
手
と
さ
れ
る
。
カ
ナ
レ
ッ

ト
の
影
響
が
明
ら
か
で
、
や
や
高
質
で
味
気
な
い
画
風
で
あ
る
が
、
ど
こ
か
若
々
し

く
新
鮮
な
鮮
明
さ
を
覚
え
て
し
ま
う
。 
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55 

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
マ
ー
ロ
ー 

「
カ
プ
リ
ッ
チ
ョ
： 

セ
ン
ト
・
ポ
ー
ル
大
聖
堂
と
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
運
河
」 

179
5

年
頃 

 

マ
ー
ロ
ー
（1740

-181
3

）
。
ロ
ン
ド
ン
の
セ
ン
ト
・
ポ
ー
ル
大
聖
堂
と
ヴ
ェ
ネ
ツ

ィ
ア
の
大
運
河
と
い
う
異
な
る
土
地
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
を
合
体
さ
せ
た
大
胆
な
発

想
と
ス
ケ
ー
ル
に
よ
る
建
築
的
構
成
で
、
虚
構
の
大
空
間
を
創
造
と
。
マ
ー
ロ
―
の

弟
子
で
あ
る
ジ
ョ
ン
・
カ
ー
テ
ィ
ス
が
本
作
を
基
に
し
た
版
画
を
出
版
し
て
い
る
。 

  

第
５
章 

カ
ナ
レ
ッ
ト
の
遺
産 

  

風
景
画
の
世
紀
と
も
い
え
る
19
世
紀
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
描
い
た
英
仏
の
画
家

た
ち
を
取
り
上
げ
て
い
る
。 

 

タ
ー
ナ
ー
、
同
時
代
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ミ
ュ
ラ
ー
と
ボ
ニ
ン
ト
ン

に
、
風
俗
的
要
素
の
加
わ
り
や
大
気
や
光
に
対
す
る
画
家
の
感
覚
が
自
由
闊
達
な

タ
ッ
チ
で
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
画
面
が
現
れ
る
。
ま
た
、
ロ
マ
ン
主
義
が
反
映
す
る
か

の
よ
う
に
エ
テ
ィ
や
ホ
ラ
ン
ド
に
、
背
の
高
い
建
物
が
影
を
落
と
す
狭
い
水
路
に

逸
話
的
要
素
が
ひ
っ
そ
り
挿
入
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
ウ
ッ
ズ
や
シ
ッ
カ
ー
ト
が
自

身
の
関
心
の
ま
ま
に
街
を
大
胆
な
構
図
で
切
り
取
り
、
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
は
革
新
的

な
態
度
で
画
面
全
体
を
色
彩
の
調
和
に
仕
上
げ
る
。 

 

ブ
ー
ダ
ン
は
印
象
派
の
先
駆
と
な
り
、
シ
ニ
ャ
ッ
ク
は
眩
い
光
の
装
飾
的
な
描

法
に
還
元
し
、
モ
ネ
は
神
秘
的
で
幻
想
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
増
幅
さ
せ
た
。 

 

56 

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ミ
ラ
ー 

「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
、
ピ
ア
ツ
ェ
ッ
タ
」 

1854
 

版
画 

 

44
歳
の
タ
ー
ナ
ー
が
一
八
一
九
年
に
イ
タ
リ
ア
を
旅
行
し
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を

訪
れ
た
。
こ
の
街
に
魅
了
さ
れ
、
多
く
の
作
品
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
一
つ

に
基
づ
い
て
、
タ
ー
ナ
ー
に
信
頼
の
あ
っ
た
彫
版
師
ミ
ラ
ー
が
版
画
を
制
作
。 

 

図
書
館
側
か
ら
見
た
ピ
ア
ツ
ェ
ッ
タ
（
サ
ン
・
マ
ル
コ
小
広
場
）
。
元
首
公
邸
と

２
本
の
柱
（
聖
マ
ル
コ
を
象
徴
す
る
有
翼
の
獅
子
像
を
載
せ
た
柱
と
、
聖
テ
オ
ド
ル

ス
を
載
せ
た
柱
）
。
２
本
の
柱
の
間
に
、
対
岸
の
サ
ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
マ
ッ
ジ
ョ

ー
レ
聖
堂
。
広
場
の
群
衆
は
不
安
な
様
子
を
漂
わ
せ
て
い
る
。
か
つ
て
２
本
の
柱
の

間
に
ロ
ー
プ
を
渡
し
公
開
処
刑
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。 

 

57 

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ミ
ュ
ラ
ー
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
カ
ナ
ル
・
グ
ラ

ン
デ 

サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
デ
ッ
ラ
・
サ
ル
ー
テ
聖
堂
を
望
む
」183

7

年
（
次
頁
） 

 

光
が
玉
と
な
っ
て
透
け
運
河
の
水
面
が
鏡
の
よ
う
に
反
射
し
、
何
と
も
澄
ん
だ

晴
朗
さ
に
圧
倒
さ
れ
、
感
動
し
た
作
品
。
現
代
の
技
巧
あ
る
油
彩
画
か
と
感
嘆
！ 

 

右
側
に
天
使
や
聖
人
の
像
に
囲
ま
れ
た
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
デ
ッ
ラ
・
サ
ル
ー
テ

聖
堂
の
ク
ー
ポ
ラ
の
優
美
な
姿
。
図
録
で
は
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
ず
っ
と
向
こ
う

の
税
関
倉
庫
の
端
の
上
に
、
２
体
の
ア
ト
ラ
ス
像
が
支
え
る
球
体
の
上
に
立
つ
、
旗

を
持
っ
た
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ
の
像
が
設
置
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。 

 

な
お
、
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ー
ナ
（Fo

rtun
a

）
は
、
ロ
ー
マ
神
話
に
伝
え
ら
れ
る
運
命

の
女
神
。
命
の
車
輪
を
司
り
、
人
々
の
運
命
を
決
め
る
と
い
う
。
英
語
の
「Fo

rtun
e

」 
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の
語
源
と
さ
れ
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
テ
ュ
ケ
ー(T

yc
he)

に
相
当
す
る
。
運
命
を
操

る
た
め
の
舵
を
携
え
て
お
り
、
運
命
が
定
ま
ら
な
い
こ
と
を
象
徴
す
る
不
安
定
な

球
体
に
乗
り
、
幸
運
の
逃
げ
や
す
さ
を
象
徴
す
る
羽
根
の
生
え
た
靴
を
履
き
、
幸
福

が
満
ち
る
こ
と
の
な
い
こ
と
を
象
徴
す
る
底
の
抜
け
た
壺
を
持
っ
て
い
る
と
。 

 

ミ
ュ
ラ
ー
は
一
八
三
四
年
に
友
人
の
フ
リ
ッ
プ
と
七
か
月
の
ス
ケ
ッ
チ
旅
行
に

出
か
け
た
。
ベ
ル
ギ
ー
、
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
、
イ
タ
リ
ア
と
旅
す
る
中
で
、
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
に
は
二
か
月
程
も
滞
在
し
て
い
る
。
ミ
ュ
ラ
ー
は
船
頭
を
雇
い
ゴ
ン
ド
ラ

に
乗
り
運
河
を
周
っ
て
ス
ケ
ッ
チ
を
行
っ
た
が
、
河
面
か
ら
の
眺
め
と
い
う
構
図

に
よ
り
臨
場
感
を
持
っ
て
描
か
れ
、
そ
れ
が
実
感
さ
れ
る
。 

 

58 

リ
チ
ャ
ー
ド
・
パ
ー
ク
ス
・
ボ
ニ
ン
ト
ン 

「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
、
カ
ナ
ル
・
グ
ラ
ン
デ
」 1826

年 

（
次
頁
） 

 

ボ
ニ
ン
ト
ン
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
四
週
間
滞
在
。
そ
の
際
の
油
彩
ス
ケ
ッ
チ
の

一
つ
。
春
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
開
放
感
あ
ふ
れ
る
景
色
に
。
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
デ

ッ
ラ
・
サ
ル
ー
テ
聖
堂
が
陽
光
を
受
け
て
白
く
輝
い
て
い
る
。
細
部
描
写
を
し
な
い

で
、
生
来
の
優
れ
た
色
彩
感
覚
と
、
水
彩
画
の
よ
う
な
透
明
感
を
持
つ
独
特
の
優
美

で
な
め
ら
か
な
油
彩
技
法
で
と
。 

 

一
時
期
ボ
ニ
ン
ト
ン
と
ア
ト
リ
エ
を
共
有
し
て
い
た
ド
ラ
ク
ロ
ア
が
、
友
人
ボ

ニ
ン
ト
ン
の
作
品
を
「
目
を
喜
ば
せ
、
う
っ
と
り
さ
せ
る
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
よ
う
」

だ
と
記
し
て
い
る
と
い
う
。 
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59 

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
エ
テ
ィ 

「
溜
息
橋
」 1

833-
183

5

年 

 

人
物
画
を
得
意
と
し
た
エ
テ
ィ
（1

787-
1849

）
は
、
一
八
二
二
年
十
一
月
か
ら

翌
年
の
六
月
ま
で
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
滞
在
。
そ
の
十
年
後
に
本
作
を
作
成
。
作
成
し

た
の
は
一
八
三
三
年
の
ロ
イ
ヤ
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
展
に
出
品
さ
れ
た
タ
ー
ナ
ー
の

「
溜
息
橋
、
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
ド
ガ
ー
ナ
：
制
作
す
る
カ
ナ
レ
ッ
ト
」
が
好
評
を
博
し

た
こ
と
が
動
機
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
。 

 

本
作
は
、
細
い
運
河
を
挟
ん
で
左
は
９
世
紀
に
建
設
さ
れ
た
元
首
公
邸
、
右
は

17
世
紀
に
建
設
さ
れ
た
牢
獄
で
、
両
者
の
上
層
で
小
さ
な
窓
の
あ
る
大
理
石
の
橋

で
つ
な
が
れ
て
い
る
。
投
獄
さ
れ
る
囚
人
が
、
窓
の
向
こ
う
に
広
が
る
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
を
見
ら
れ
る
の
も
こ
れ
が
最
後
と
溜
息
を
つ
い
た
と
い
う
。 

 

60 

ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ホ
ラ
ン
ド 

「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
思
い
出
」 

 

「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
裏
町
を
流
れ
る
細
い
水
路
。
建
物
の
隘
路
を
差
す
光
を
遮

り
、
水
面
の
エ
メ
ラ
ル
ド
・
グ
リ
ー
ン
は
そ
の
深
み
を
増
し
て
い
る
」。
隘
路
の
先

に
太
陽
の
光
を
受
け
て
輝
い
て
い
る
鐘
楼
と
壮
大
な
建
物
。
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の

「
表
」
と
「
裏
」
の
顔
を
対
照
的
に
表
し
て
い
る
よ
う
だ
」「
手
前
の
狭
く
暗
い
運

河
か
ら
奥
の
明
る
い
光
に
照
ら
さ
れ
た
建
物
へ
、
見
る
者
の
視
線
を
誘
導
す
る
本

作
の
構
図
は
、
ホ
ラ
ン
ド
が
好
ん
で
用
い
た
も
の
」
と
い
う
。 

 
61 
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ア
ボ
ッ
ト
・
マ
ク
ニ
ー
ル
・
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
「
ノ
ク
タ
ー
ン
：

青
と
金
色
―
―
サ
ン
・
マ
ル
コ
大
聖
堂
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」 18

80

年 
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ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
（18

34-1
903

）
は
ア
メ
リ
カ
の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
生
ま
れ

で
、
土
木
技
師
で
あ
っ
た
父
が
鉄
道
建
設
の
仕
事
の
た
め
ロ
シ
ア
に
移
住
す
る
の

に
従
い
数
年
間
を
ロ
シ
ア
の
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
で
過
ご
し
た
。
そ
の
後
パ

リ
で
美
術
を
学
び
、
主
に
ロ
ン
ド
ン
で
活
躍
し
た
が
、
生
涯
や
作
風
が
よ
く
知
ら
れ

た
画
家
で
あ
ろ
う
。 

 

「
一
八
七
九
年
当
時
、
日
ご
ろ
の
贅
沢
な
暮
ら
し
ぶ
り
に
加
え
、
自
作
を
酷
評
し

た
批
評
家
ラ
ス
キ
ン
を
名
誉
棄
損
で
訴
え
た
裁
判
に
莫
大
な
費
用
が
か
か
っ
た
こ

と
、
有
力
な
パ
ト
ロ
ン
を
失
っ
た
こ
と
で
破
産
し
て
い
た
」。
幸
い
に
も
ロ
ン
ド
ン

の
画
商
か
ら
制
作
の
た
め
の
資
金
援
助
を
受
け
、
結
局
十
四
か
月
以
上
ヴ
ェ
ネ
ツ

ィ
ア
に
滞
在
。
そ
の
間
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
た
が
、
英
米
か
ら
来
た
若
い
画
家
た

ち
か
ら
も
援
助
が
あ
り
制
作
で
き
た
。
し
か
し
油
彩
は
少
な
く
、
そ
の
一
作
。
夜
の

サ
ン
・
マ
ル
コ
広
場
と
繰
り
出
し
た
人
々
の
情
景
と
い
う
が
、
絵
が
暗
く
不
明
瞭
で

あ
り
私
に
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
色
彩
と
形
の
調
和
を
追
求
し
、
闇
と
光
が
織
り
な

す
色
彩
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
描
き
出
そ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
と
い
わ
れ
る
。 

 

ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
滞
在
中
、
フ
ラ
ン
ス
語
と
同
程
度
に
流
暢
に

イ
タ
リ
ア
語
を
話
せ
る
よ
う
に
な
り
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
英
米
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
中
心
人
物
と
な
っ
た
と
い
う
。 

 

62 

ヘ
ン
リ
ー
・
ウ
ッ
ズ 

「
サ
ン
テ
ィ
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
エ
・
パ
オ
ロ
広
場
、

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」 18

95

年 

 

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
魅
せ
ら
れ
定
住
し
た
英
国
の
画
家
ウ
ッ
ズ(

1814
–
18
87)

に

よ
る
、
眩
い
光
に
照
ら
さ
れ
た
広
場
と
サ
ン
・
マ
ル
コ
大
同
信
会
の
建
物
。
様
々
な

年
齢
・
服
装
・
階
層
の
人
々
の
日
常
生
活
が
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
。
左
側
は
橋
と

運
河
だ
ろ
う
。
描
写
の
正
確
さ
に
定
評
が
あ
っ
た
と
い
う
。
街
の
一
角
と
人
々
の
仕

草
を
い
ろ
い
ろ
想
像
し
楽
し
め
る
作
品
で
あ
る
。 
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cf. 

シ
ェ
ミ
ラ
ツ
キ
（1814

–
18
87

）
に
つ
い
て 

 

ウ
ッ
ズ
を
ネ
ッ
ト
で
色
々
と
調
べ
て
い
る
最
中
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
家
系
で
ハ
ル

キ
ウ
（
ハ
リ
コ
フ
）
州
生
ま
れ
の
ロ
シ
ア
画
家
ヘ
ン
リ
ク
・
シ
ェ
ミ
ラ
ツ
キ
（1843

-

1
902

）
を
知
る
。
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
画
法
で
聖
書
の
主
題
や
古
代
、
神
話
の
場
面
を

描
い
た
画
家
。
人
生
の
ほ
と
ん
ど
を
ロ
ー
マ
で
過
ご
し
、
永
遠
の
都
ロ
ー
マ
の
美
し

い
風
景
が
彼
の
芸
術
の
中
に
映
し
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
ネ
ッ
ト
で
各
作
品
を

見
る
と
、
背
景
の
風
景
が
光
に
満
ち
清
澄
明
瞭
で
、
意
味
あ
る
人
物
と
所
作
、
衣
装

も
鮮
や
か
な
色
彩
に
富
む
。
実
物
を
見
て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
何
と
も
言
え
な

い
が
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
絵
画
の
す
ご
さ
に
圧
倒
さ
れ
る
。
小
生
は
や
は
り
、
印
象
派

以
後
の
近
現
代
絵
画
史
の
大
画
家
は
何
の
そ
の
、
根
本
的
に
写
実
を
基
本
に
し
た

画
法
が
好
き
な
の
だ
と
つ
く
づ
く
自
覚
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
大
作
に
圧
倒
さ
れ
て
し

ま
う
。『
剣
舞
』18

81

、『
カ
プ
リ
島
の
テ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
時
代
の
酒
神
祭
』18

81

、『
奴

隷
の
歌
』18

84

、『
神
々
の
模
範
に
従
う
』18

88

、『
危
険
な
レ
ッ
ス
ン
』18

95

、『
ロ

ー
マ
、
村
』18

99

、『
ヘ
タ
イ
ラ
で
弟
子
ア
ル
キ
ビ
ア
デ
ス
を
見
つ
け
る
ソ
ク
ラ
テ

ス
』1

873

、『
リ
ヴ
ィ
ウ
劇
場
の
オ
ペ
ラ
と
バ
レ
エ
の
幕
』『
ロ
ー
マ
の
牧
歌 -

 

釣

り
』
な
ど
。 

 

63 

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
リ
チ
ャ
ー
ド
・
シ
ッ
カ
ー
ト
「
サ
ン
・
マ
ル
コ
大
聖
堂
の
一
角
、

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」 19

01

年
頃 

64 

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
リ
チ
ャ
ー
ド
・
シ
ッ
カ
ー
ト
「
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
デ
ッ
ラ
・

サ
ル
ー
テ
聖
堂
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」 190

1

年
頃 

 

ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
に
影
響
さ
れ
彼
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
も
務
め
ド
ガ
に
も
影
響
さ
れ

た
ド
イ
ツ
出
身
の
画
家
シ
ッ
カ
ー
ト
（186

0-19
42

）
は
、
一
九
〇
〇
年
の
夏
に
ヴ

ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
来
て
、
一
時
帰
国
を
挟
ん
で
翌
年
の
７
月
ま
で
滞
在
と
い
う
。「
複

雑
に
組
み
合
わ
せ
ら
れ
た
固
い
建
物
の
表
面
が
醸
し
出
す
量
感
を
表
現
」
し
、「
濃

密
な
色
彩
と
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
明
暗
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
」
に
よ
り
重
厚
な
存
在
感

を
与
え
て
い
る
と
さ
れ
る
。
よ
く
知
ら
れ
た
画
家
だ
が
何
か
フ
ォ
ー
ビ
ス
ム
の
絵

を
感
じ
さ
せ
、
個
人
的
に
は
若
い
時
に
美
術
史
的
に
興
味
を
持
っ
た
だ
け
で
こ
の

手
の
ラ
フ
な
筆
致
の
作
品
に
は
あ
ま
り
感
動
し
な
い
。
さ
ら
に
、
殺
人
事
件
の
真
犯

人
に
見
な
さ
れ
た
画
家
で
、
作
品
に
よ
っ
て
は
そ
れ
が
鑑
賞
の
邪
魔
を
す
る
の
か

も
し
れ
な
い
。 

 

65 

ウ
ジ
ェ
ー
ヌ
・
ブ
ー
ダ
ン 

「
カ
ナ
ル
・
グ
ラ
ン
デ
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」 1895

年 

 

シ
ッ
カ
ー
ト
と
違
っ
て
好
き
な
画
家
で
あ
る
。
海
景
画
家
と
も
い
う
べ
き
ブ
ー

ダ
ン
が
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
意
識
し
た
の
は
一
八
六
〇
年
代
に
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
で

グ
ア
ル
デ
ィ
の
模
写
を
し
た
時
だ
っ
た
。
そ
の
三
十
年
後
の
一
八
九
二
年
に
初
め

て
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
訪
れ
、
三
度
目
に
し
て
最
後
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
旅
行
と
な
っ

た
一
八
九
五
年
に
は
二
か
月
滞
在
し
70
点
以
上
も
の
油
彩
や
素
描
を
残
し
た
。
本

作
は
「
空
の
王
者
」
の
渾
名
に
相
応
し
く
画
面
内
に
空
を
大
き
く
取
り
込
ん
て
い

る
。「
水
面
に
反
射
す
る
建
物
の
シ
ル
エ
ッ
ト
を
さ
ざ
波
の
合
間
に
浮
か
び
上
が
せ

る
描
写
は
秀
逸
で
あ
る
」「
画
家
の
関
心
は
、
地
誌
的
な
正
確
さ
よ
り
む
し
ろ
、
空
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と
海
に
挟
ま
れ
た
街
を
包
み
込
む
大
気
や
光
の
描
写
に
あ
る
と
い
え
よ
う
」。
そ
れ

ま
で
に
海
景
画
で
名
を
な
し
た
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ジ
ア
ン
（18

21-1
911

）
の
、
灼

熱
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
対
し
て
、
靄
が
か
か
っ
た
穏
や
か
な
大
気
を
重
ん
じ
、
目
に

し
た
自
然
現
象
に
忠
実
で
あ
ろ
う
と
し
た
。 

 

因
み
に
、
ジ
ア
ン
は
マ
ル
セ
イ
ユ
で
美
術
学
校
を
始
め
、
多
く
の
学
生
を
集
め

た
。
港
町
マ
ル
テ
ィ
ー
グ
の
風
景
を
よ
く
描
き
、
後
に
そ
こ
に
ジ
ア
ン
美
術
館
が
設

立
さ
れ
る
。
一
時
期
パ
リ
に
移
り
ル
ソ
ー
や
ミ
レ
ー
と
親
友
に
な
り
、
バ
ル
ビ
ゾ
ン

派
の
影
響
を
受
け
た
。 

 

66 

ポ
ー
ル
・
シ
ニ
ャ
ッ
ク 

「
ヴ
ェ
ニ
ス
，
サ
ル
ー
テ
教
会
」 19

08

年 

 

ス
ー
ラ
没
後
の
新
印
象
主
義
の
理
論
的
推
進
者
シ
ニ
ャ
ッ
ク
（186

3-19
35

）
は
、

一
九
〇
四
年
と
八
年
の
二
度
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
訪
れ
た
。
後
者
の
訪
問
で
、
元
首
公

邸
に
近
い
河
岸
に
約
一
か
月
半
滞
在
し
、
11
点
の
油
彩
と
多
数
の
水
彩
素
描
を
残

し
た
。
世
紀
転
換
期
を
過
ぎ
た
頃
、
ス
ー
ラ
の
影
響
を
脱
し
、「
よ
り
大
き
な
色
点

を
規
則
的
に
配
列
し
た
モ
ザ
イ
ク
状
の
特
徴
を
示
す
」。 

 

67 

ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ 

「
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
ダ
ー
リ
オ
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」190

8

年 

68 

ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ 

「
サ
ル
ー
テ
運
河
」 190

8

年 

 

一
九
〇
八
年
に
妻
ア
リ
ス
同
行
で
初
め
て
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
訪
れ
る
。
9
月
か

ら
12
月
ま
で
の
二
か
月
半
滞
在
し
、
静
養
を
目
的
と
す
る
旅
で
あ
っ
た
が
、
37
点

の
油
彩
を
描
き
上
げ
た
。
街
の
大
胆
な
ト
レ
ミ
ン
グ
が
顕
著
。〈
睡
蓮
〉
連
作
の
展

開
の
只
中
に
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
除
く
と
〈
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
〉
連
作
は
最
後
の
シ
リ

ー
ズ
と
な
っ
た
。 

 

因
み
に
、
図
録
に
は
「
黄
昏
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」（1

908

年
頃
）
も
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
石
橋
財
団
ア
ー
テ
ィ
ゾ
ン
美
術
館
所
蔵
で
あ
る
。
水
面
の
青
、
緑
か
ら
オ
レ

ン
ジ
、
紅
へ
と
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
し
て
は
水
平
線
で
海
と
空
が
溶
け
合
い
、
そ
し
て

空
の
緑
、
青
へ
と
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
く
。 

  

【
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
の
終
焉 

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
侵
攻
と
都
市
改
造

（
岡
坂
桜
子
）】
か
ら 

 

５
世
紀
の
フ
ン
族
の
王
ア
ッ
テ
ィ
ラ
が
北
イ
タ
リ
ア
へ
侵
攻
し
た
時
か
ら
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
の
歴
史
が
始
ま
っ
た
。
そ
し
て
六
九
七
年
、
初
代
ド
ー
ジ
ェ
（
元
首
）
の

選
出
に
よ
る
共
和
国
誕
生
。
14
世
紀
か
ら
15
世
紀
に
か
け
て
、
地
中
海
貿
易
に
よ

り
「
ア
ド
リ
ア
海
の
女
王
」
の
異
名
と
と
も
に
「
い
と
も
高
貴
な
る
共
和
国
」
は
全

盛
期
を
極
め
る
。
カ
ナ
レ
ッ
ト
が
生
き
た
18
世
紀
に
斜
陽
を
迎
え
、
18
世
紀
末
に

は
近
代
的
な
主
権
国
家
を
形
成
し
つ
つ
あ
る
周
辺
の
外
国
勢
力
に
息
を
止
め
る
こ

と
に
な
る
。 

 

一
七
八
九
年
に
フ
ラ
ン
ス
革
命
が
起
こ
る
。
そ
の
後
の
混
乱
期
に
イ
タ
リ
ア
方

面
軍
司
令
官
に
昇
進
し
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
、
イ
タ
リ
ア
北
部
の
領
土
を
拡
大
す
べ

く
「
イ
タ
リ
ア
遠
征
」
を
展
開
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
軍
を
破
っ
て
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
地

方
の
各
地
を
次
々
に
占
領
。
一
七
九
七
年
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
無
条
件
降
伏
を
要
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求
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
正
式
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
領
と
な
る
。
こ
こ
に
自
治
共
和
国
と

し
て
歩
ん
だ
一
一
〇
〇
年
の
歴
史
が
終
わ
る
。 

 

一
八
〇
五
年
、
皇
帝
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
ア
ウ
ス
テ
ル
リ
ッ
ツ
の
戦
い
で
墺
露
連
合

軍
に
勝
利
し
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
フ
ラ
ン
ス
の
支
配
下
に
入
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
イ

タ
リ
ア
王
宣
言
に
伴
い
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
も
ミ
ラ
ノ
を
首
都
と
す
る
「
イ
タ
リ
ア
王

国
」
に
組
み
込
ま
れ
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
失
脚
の
一
八
一
四
年
ま
で
続
く
。
こ
の
間
、
ヴ

ェ
ロ
ネ
ー
ゼ
「
カ
ナ
の
婚
礼
」
な
ど
多
く
の
美
術
品
が
パ
リ
に
送
り
込
ま
れ
た
。 

 

な
お
、
ゲ
ー
テ
は
一
七
八
六
年
に
17
日
間
ほ
ど
滞
在
し
て
い
る
。 

 

【
水
の
都
の
ガ
ラ
ス
の
軌
跡
（
根
本
耕
太
郎
）】
か
ら 

 

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
ン
・
グ
ラ
ス
の
源
流
は
二
千
年
前
の
古
代
ロ
ー
マ
の
ロ
ー
マ
ン
・

グ
ラ
ス
ま
で
遡
る
。
西
ロ
ー
マ
帝
国
崩
壊
（
四
七
六
年
）
後
に
、
旧
ロ
ー
マ
帝
国
の

地
中
海
東
岸
や
イ
ス
ラ
ム
地
域
に
ガ
ラ
ス
製
法
が
継
承
さ
れ
、
10
世
紀
に
イ
ス
ラ

ム
・
グ
ラ
ス
と
し
て
発
展
し
た
。 

 

イ
ス
ラ
ム
・
グ
ラ
ス
は
、
東
方
貿
易
を
担
う
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
の
主
要
な
輸

入
品
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
一
〇
〇
〇
年
に
ク
ロ
ア
チ
ア
の
海
賊
を
撃
退
し
て
地
中

海
制
海
権
を
掌
握
す
る
と
、
12
世
紀
に
は
東
方
ガ
ラ
ス
生
産
の
中
心
地
で
あ
っ
た

シ
ド
ン
や
、
ガ
ラ
ス
原
料
の
原
産
地
で
あ
っ
た
テ
ィ
ル
ス
を
植
民
地
と
し
、
イ
ス
ラ

ム
・
グ
ラ
ス
の
制
作
技
術
を
吸
収
し
、
や
が
て
自
国
で
ガ
ラ
ス
制
作
に
乗
り
出
し

た
。 

 

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
は
13
世
紀
半
ば
に
ガ
ラ
ス
同
業
者
組
合
を
結
成
し
、
火
災
か

ら
街
を
守
る
た
め
、
ま
た
製
造
技
術
が
他
国
に
漏
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
製
造

業
者
や
職
人
を
全
て
ム
ラ
ー
ノ
島
へ
強
制
移
住
さ
せ
た
。 

 

無
色
透
明
な
ガ
ラ
ス
が
製
造
さ
れ
た
の
は
15
世
紀
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
の
こ
と
だ

っ
た
。
さ
ら
に
ア
ン
ジ
ェ
ロ
が
錬
金
術
の
師
か
ら
学
ん
だ
技
術
を
生
か
し
て
天
然

水
晶
の
よ
う
な
、
よ
り
無
色
透
明
な
ガ
ラ
ス
「
ク
リ
ス
タ
ッ
ロ
」
を
生
み
だ
し
、
ア

ン
ジ
ェ
ロ
は
他
に
白
磁
の
よ
う
な
色
味
の
乳
白
ガ
ラ
ス
「
ラ
ッ
テ
ィ
モ
」
や
縞
瑪
瑙

の
よ
う
な
多
色
ガ
ラ
ス
も
考
案
し
た
。 

 

16
世
に
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
ブ
ラ
ー
ノ
島
で
生
産
さ
れ
た
秘
伝
中
の
秘
伝
「
レ

ー
ス
・
グ
ラ
ス
」
が
誕
生
。 

 

図
録
に
学
ん
で
改
め
て
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
ン
・
グ
ラ
ス
の
魅
力
を
覚
え
る
。
レ
ー

ス
・
グ
ラ
ス
皿
や
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
の
紋
様
、
そ
し
て
乳
白
瓶
の
そ
の
ま
ま
の
白
さ
に

感
嘆
し
、
会
場
で
よ
く
見
な
か
っ
た
こ
と
を
少
し
後
悔
し
て
い
る
。 

 

【
カ
ナ
レ
ッ
ト
と
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
キ
ュ
ラ
の
映
像
に
つ
い
て
（
新
田
健

史
）】
か
ら 

 

現
在
で
は
、
カ
ナ
レ
ッ
ト
は
携
帯
で
き
る
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
キ
ュ
ラ
を
、
大
ま
か

な
メ
モ
程
度
に
使
っ
た
と
さ
れ
る
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
絵
画
の
伝
統
の
中
で
15
世
紀

の
ベ
ッ
リ
ー
ニ
や
カ
ル
パ
ッ
チ
ョ
は
精
密
な
透
視
図
法
を
駆
使
し
て
お
り
、
カ
ナ

レ
ッ
ト
の
同
世
代
で
も
テ
ィ
エ
ポ
ロ
も
透
視
図
法
に
精
通
し
て
お
り
、
カ
ナ
レ
ッ

ト
も
同
様
で
あ
ろ
う
と
。
カ
ナ
レ
ッ
ト
の
景
観
画
の
先
達
で
あ
る
ヴ
ァ
ン
ヴ
ィ
テ

ッ
リ
も
既
に
空
気
遠
近
法
的
に
だ
が
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
キ
ュ
ラ
を
使
用
し
て
い
て
、
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カ
ナ
レ
ッ
ト
の
場
合
は
遠
景
も
明
瞭
さ
を
失
わ
ず
む
し
ろ
写
真
の
映
像
に
近
く
、

そ
の
よ
う
に
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
キ
ュ
ラ
を
利
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
グ
ラ

ン
ド
・
ツ
ア
ー
の
欲
望
に
応
え
る
や
り
方
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。 

 

も
う
一
つ
重
要
な
光
学
機
器
と
し
て
ク
ロ
ー
ド
・
グ
ラ
ス
が
あ
る
。
ガ
ラ
ス
の
裏

面
が
銀
で
は
な
く
黒
や
褐
色
な
ど
の
色
が
塗
ら
れ
た
鏡
で
、
暗
く
彩
度
が
落
ち
た

状
態
で
写
る
が
、
鏡
面
を
自
分
の
方
に
向
け
つ
つ
風
景
も
移
す
よ
う
に
す
る
。
今
日

の
自
撮
り
の
方
法
で
あ
る
。「
ク
ロ
ー
ド
・
ロ
ラ
ン
の
絵
の
よ
う
だ
」
と
い
う
意
味

で
「
ク
ロ
ー
ド
・
グ
ラ
ス
」
と
呼
ば
れ
た
ら
し
い
と
い
う
。
実
は
、
イ
タ
リ
ア
土
産

と
し
て
人
気
が
あ
っ
た
の
は
肖
像
画
で
あ
り
、
注
文
主
は
自
ら
を
由
緒
あ
る
建
物

や
美
術
品
と
共
に
描
き
込
ま
せ
る
。
ヴ
ェ
ド
ゥ
ー
タ
に
は
依
頼
人
が
登
場
す
る
こ

と
は
あ
ま
り
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
い
う
。 

  

【
作
家
解
説
】
か
ら
抄 

 

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ア
ル
ボ
ッ
ト
（1

721-
57

） 

 

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
生
ま
れ
で
、
マ
リ
エ
ス
キ
の
徒
弟
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
自
ら

「
第
二
の
マ
リ
エ
ス
キ
」
と
名
乗
っ
た
。
一
七
四
四
年
に
マ
リ
エ
ス
キ
の
未
亡
人
と

結
婚
。 

 

ヤ
ー
コ
ポ
・
デ
・
バ
ル
バ
リ
（1

460/
70

頃-1516

以
前
） 

 

ア
ル
プ
ス
以
北
の
宮
廷
を
渡
り
歩
い
た
遍
歴
の
画
家
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
修
業

時
代
を
過
ご
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
代
表
作
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
鳥
観
図
」
。
ニ

ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
で
宮
廷
画
家
と
し
て
活
動
中
に
デ
ュ
ー
ラ
ー
と
交
流
。
宮
廷
画
家

に
就
任
し
た
ク
ラ
ー
ナ
ハ
と
も
接
点
を
持
つ
。 

 

ベ
ル
ナ
ル
ド
・
ベ
ロ
ッ
ト
（172

2-80

） 

 

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
生
ま
れ
。
母
が
カ
ナ
レ
ッ
ト
の
妹
。
一
七
四
七
年
に
ド
レ
ス
デ
ン

へ
移
り
宮
廷
画
家
と
な
る
。
ウ
ィ
ー
ン
滞
在
中
に
女
帝
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
の
注
文

を
受
け
る
。
一
七
六
四
年
に
ド
レ
ス
デ
ン
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
の
遠
近
法
教
授
と
な

る
。
一
七
六
七
年
に
ワ
ル
シ
ャ
ワ
に
居
を
移
し
宮
廷
画
家
と
な
る
。 

 

リ
チ
ャ
ー
ド
・
パ
ー
ク
ス
・
ボ
ニ
ン
ト
ン
（180

2-
28

） 

 

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
部
ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
出
身
。
一
八
一
七
年
に
一
家
で
フ
ラ
ン

ス
の
カ
レ
ー
、
そ
の
翌
年
パ
リ
に
移
住
し
、
一
九
年
か
ら
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
＝
ジ
ャ

ン
・
グ
ロ
の
ア
ト
リ
エ
に
学
ぶ
。
同
じ
頃
、
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
に
通
っ
て
16-

17
世

紀
の
オ
ラ
ン
ダ
、
フ
ラ
ン
ド
ル
の
風
景
画
や
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
肖
像
画
を

模
写
。
一
八
二
四
年
の
サ
ロ
ン
で
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
と
と
も
に
金
メ
ダ
ル
を
受
賞
。
ロ

ン
ド
ン
で
ド
ラ
ク
ロ
ア
と
親
し
く
な
り
、
し
ば
ら
く
ア
ト
リ
エ
を
共
有
し
た
。
二
八

年
セ
ー
ヌ
河
で
ス
ケ
ッ
チ
中
に 

日
射
病
で
倒
れ
、
そ
れ
が
基
で
二
十
五
歳
の
若

さ
で
夭
逝
。 
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ウ
ジ
ェ
ー
ヌ
・
ブ
ー
ダ
ン
（182

4-98

） 

 

ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
地
方
の
港
町
オ
ン
フ
ル
ー
ル
に
水
夫
の
子
と
し
て
生
ま
れ
る
。

青
年
期
に
対
岸
の
ル
・
ア
ー
ヴ
ル
に
移
住
し
て
画
材
や
額
縁
を
扱
う
店
を
開
き
、
そ

こ
を
訪
れ
た
ク
チ
ュ
ー
ル
、
ミ
レ
ー
、
ト
ロ
ワ
イ
ヤ
ン
、
イ
ザ
ベ
イ
に
影
響
を
受
け
、

本
格
的
に
画
家
の
道
を
志
す
。
ル
・
ア
ー
ヴ
ル
市
の
奨
学
金
に
よ
り
パ
リ
に
出
て
３

年
間
絵
を
学
ぶ
。
そ
の
後
は
故
郷
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
や
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
地
方
を
制

作
拠
点
と
し
た
。 

 

水
平
線
を
低
い
位
置
に
設
定
し
空
を
大
き
く
取
り
込
ん
だ
海
景
画
を
得
意
と
し
、

コ
ロ
ー
を
し
て
「
空
の
王
者
」
と
言
わ
し
め
た
。
青
年
期
の
モ
ネ
に
戸
外
制
作
の
重

要
性
を
説
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
印
象
派
の
先
駆
者
と
い
わ
れ
る
。 

 

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
エ
テ
ィ
（1

787-
1849

） 

 

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
の
ヨ
ー
ク
生
ま
れ
。
父
は
腕
の
良
い
パ
ン
職
人
。
十
八
歳
ま

で
凸
版
印
刷
業
者
の
植
字
工
と
し
て
働
い
た
。
一
八
〇
五
年
に
伯
父
を
頼
っ
て
ロ

ン
ド
ン
に
移
り
住
み
、
見
習
い
期
間
を
経
て
〇
八
年
に
ロ
イ
ヤ
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
・

ス
ク
ー
ル
に
入
学
。
一
一
年
に
ロ
イ
ヤ
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
展
に
初
入
選
。
ヴ
ェ
ネ
ツ

ィ
ア
派
や
ル
ー
ベ
ン
ス
の
影
響
下
に
、
英
国
で
は
珍
し
い
官
能
性
豊
か
な
裸
婦
を

描
い
た
。
一
八
二
二
年
か
ら
二
三
年
に
か
け
て
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
七
か
月
滞
在
し
、

描
く
ス
ピ
ー
ド
の
速
さ
と
巧
み
さ
か
ら
「
悪
魔
」
と
綽
名
さ
れ
た
。
一
八
四
八
年
に

ヨ
ー
ク
に
帰
郷
し
、
そ
の
翌
年
六
十
三
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
。 

 

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
グ
ア
ル
デ
ィ
（1

712-
93

） 

 

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
画
家
一
家
に
生
ま
れ
る
。
父
ド
メ
ニ
コ
の
後
を
継
い
だ
兄
ジ

ャ
ン
・
ア
ン
ト
ニ
オ
の
工
房
を
手
伝
い
、
画
家
と
し
て
活
躍
し
、
一
七
五
〇
年
頃
独

立
。「
著
名
な
カ
ナ
レ
ッ
ト
の
良
き
弟
子
」
と
も
言
わ
れ
た
。
晩
年
は
、
華
や
か
で

壮
観
な
都
市
の
祝
祭
イ
ベ
ン
ト
の
描
写
に
優
れ
た
画
家
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
。

一
七
八
四
年
に
「
遠
近
法
画
家
」
と
し
て
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
ア
カ
デ
ミ
ー
の
メ
ン
バ

ー
に
選
ば
れ
る
。 

 

ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ホ
ラ
ン
ド
（179

9-18
70

） 

 

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
西
部
ス
タ
ッ
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
の
バ
ー
ズ
レ
ム
で
陶
磁
器
工

房
を
営
む
一
家
に
生
ま
れ
る
。
十
九
歳
ま
で
近
く
の
陶
磁
器
工
房
の
絵
付
け
師
と

し
て
働
き
、
絵
を
独
学
で
学
び
一
八
二
四
年
に
ロ
ン
ド
ン
に
移
り
住
ん
で
ロ
イ
ヤ

ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
展
に
初
入
選
。
後
に
ビ
ク
ト
リ
ア
女
王
に
絵
画
の
レ
ッ
ス
ン
も
し

た
と
さ
れ
る
。
二
〇
年
代
後
半
に
ボ
ニ
ン
ト
ン
と
出
会
い
、
風
景
画
に
取
り
組
み
だ

す
。
一
八
三
五
年
以
降
死
去
す
る
直
前
ま
で
繰
り
返
し
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
訪
問
し
、

滑
ら
か
で
生
き
生
き
と
し
た
線
描
と
、
煌
め
く
よ
う
な
色
彩
で
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の

景
観
を
描
き
人
気
を
博
し
た
。 

 

私
生
活
で
は
最
初
の
妻
に
加
え
て
八
人
の
子
供
の
う
ち
六
人
ま
で
先
立
た
た
れ

た
悲
し
み
の
多
い
生
涯
で
あ
っ
た
。 

 

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
（
生
没
年
不
明
） 
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「
主
に
ロ
ン
ド
ン
近
郊
の
眺
め
を
描
く
風
景
画
家
」。
一
七
六
九
年
か
ら
七
一
年

に
ロ
イ
ヤ
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
展
覧
会
に
参
加
。
そ
の
中
の
う
ち
、
ロ
ン
ド
ン
の
風

景
画
を
２
点
出
し
て
い
る
。 

 

ミ
ケ
ー
レ
・
マ
リ
エ
ス
キ
（171

0-43

） 

 

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
生
ま
れ
。
十
五
歳
で
父
を
亡
く
し
、
一
家
は
貧
民
家
族
一
覧
に
記

載
さ
れ
た
。
祝
祭
の
舞
台
装
飾
を
制
作
し
て
い
た
が
、
複
数
の
ヴ
ェ
ド
ゥ
ー
タ
の
注

文
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、
旧
制
画
家
信
心
組
合
、
新
制
人
物
画
家
組
合
に
所
属

し
、
後
者
で
は
評
議
員
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。
集
大
成
の
銅
版
画
集
を
刊
行
。
三
十

代
前
半
の
若
さ
で
逝
去
。 

 

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
マ
ー
ロ
ー
（174

0-18
13

） 

 

ロ
ン
ド
ン
生
ま
れ
。
海
景
画
を
得
意
と
し
た
風
景
画
家
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ス
コ
ッ
ト

の
弟
子
。
一
七
六
五
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
フ
ラ
ン
ス
や
イ
タ
リ
ア
を
旅
行
し
、
そ

の
成
果
は
大
陸
の
風
景
を
主
題
と
す
る
絵
画
に
結
実
し
た
。
一
七
九
五
年
に
、
マ
ー

ロ
ー
の
弟
子
と
さ
れ
る
風
景
画
家
ジ
ョ
ン
・
カ
ー
テ
ィ
ス
に
よ
り
６
点
の
銅
版
画

集
『
イ
タ
リ
ア
風
景
』
が
刊
行
さ
れ
た
。 

  
cf.

 

サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ス
コ
ッ
ト(Sa

muel
 Sco

tt

、17
02-1

772) 

 
    

  

川
沿
い
の
風
景
や
海
景
で
知
ら
れ
る
イ
ギ
リ
ス
の
風
景
画
家
。 

 
 
 
 

「
ナ
イ
ン
・
エ
ル
ム
の
眺
め
を
持
つ
夕
日
」175

0 -
 1
760

 

実
に
い
い
！ 

他
に
「
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
橋
の
建
物
」1

742
 

…
テ
ム
ズ
川
に
架
か
る
ウ
ェ
ス

ト
ミ
ン
ス
タ
ー
橋
の
景
観
。 

 

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ミ
ラ
ー
（1

796-
1882

） 

 

エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
に
生
ま
れ
る
。
版
画
家
の
弟
子
に
な
り
、
後
に
自
身
の
工
房
を
開

く
。
一
八
一
九
年
に
ロ
ン
ド
ン
に
移
り
、
版
画
家
ジ
ョ
ー
ジ
・
ク
ッ
ク
の
下
で
働
い

た
。
一
八
二
一
年
に
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
に
戻
る
。
タ
ー
ナ
ー
が
彫
版
を
任
せ
た
彫
版
師

の
一
人
。 

 

ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ
（1

840-
1926

）
…
省
略 

 

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ミ
ュ
ラ
ー
（181

2-
45

） 

 

ブ
リ
ス
ト
ル
に
生
ま
れ
る
。
父
は
博
物
学
者
で
、
十
二
歳
の
時
に
父
の
仕
事
先
で

博
物
学
や
地
質
学
の
標
本
を
描
い
た
。
十
五
歳
の
時
か
ら
風
景
画
家
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・

ベ
イ
カ
ー
・
パ
イ
ン
の
も
と
で
学
ぶ
。
生
涯
に
お
い
て
幾
度
か
長
期
の
ス
ケ
ッ
チ
旅

行
を
行
う
。
ベ
ル
ギ
ー
、
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ギ
リ
シ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
、

そ
し
て
カ
イ
ロ
か
ら
ナ
イ
ル
川
を
遡
る
体
験
を
す
る
。
ト
ル
コ
の
リ
ュ
キ
ア
探
検

に
も
参
加
。
三
十
三
歳
の
若
さ
で
没
し
た
。 

 
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
パ
オ
ロ
・
パ
ニ
ー
ニ
（1

691-
17
65

） 

 

フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
公
爵
領
下
の
ピ
ア
チ
ェ
ン
ツ
ァ
に
生
ま
れ
る
。
同
地
で
フ
ァ
ル
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ネ
ー
ゼ
家
の
宮
廷
画
家
に
学
ん
だ
と
さ
れ
る
。
一
七
一
一
年
二
十
歳
で
ロ
ー
マ
に

移
り
工
房
に
通
い
、
一
七
年
以
降
ヴ
ェ
ド
ゥ
ー
タ
の
制
作
を
始
め
る
。
そ
の
正
確
な

建
築
物
の
描
写
は
ヴ
ァ
ン
ヴ
ィ
テ
ッ
リ
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
る
。
聖
ル
カ
・
ア
カ
デ

ミ
ー
の
会
員
と
な
り
、
透
視
図
法
の
教
鞭
を
執
る
。
古
代
遺
跡
や
廃
墟
、
聖
堂
や
宮

殿
な
ど
の
美
し
い
景
観
に
優
雅
な
人
物
を
配
し
景
観
画
や
祝
祭
記
念
画
で
人
気
を

博
し
、
ロ
ー
マ
の
ヴ
ェ
ド
ゥ
ー
タ
画
家
と
し
て
名
を
馳
せ
た
。
聖
ル
カ
・
ア
カ
デ
ミ

ー
お
よ
び
ロ
ー
マ
の
フ
ラ
ン
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
総
裁
と
な
る
。
18
世
紀
中
頃
の

ロ
ー
マ
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。 

 

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
リ
チ
ャ
ー
ド
・
シ
ッ
カ
ー
ト
（1

86
0-19

42

） 

 

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
生
ま
れ
る
。
父
は
デ
ン
マ
ー
ク
人
の
画
家
で
、
母
は
イ
ギ
リ
ス
の

天
文
学
者
の
娘
。
一
家
で
ロ
ン
ド
ン
に
移
住
し
、
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
の
助
手
と
な
る
。

ド
ガ
と
出
会
い
多
大
な
影
響
を
受
け
る
。
一
八
九
五
年
以
来
度
々
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

を
訪
れ
る
。
一
八
九
五
年
か
ら
主
に
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
で
精
力
的
に
作
品
を

発
表
。
絵
画
教
師
と
し
て
も
活
躍
し
、
一
九
二
七
年
に
は
ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
・
チ
ャ
ー

チ
ル
に
絵
画
の
レ
ッ
ス
ン
を
し
た
。
ロ
イ
ヤ
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
会
員
と
な
り
、
死

の
前
年
に
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
百
三
十
二
点
の
作
品
を
集
め
た
大
回
顧

展
を
開
催
し
た
。 

 

ポ
ー
ル
・
シ
ニ
ャ
ッ
ク
（1

863-
1935

）
…
省
略 

ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
バ
ッ
テ
ィ
ス
タ
・
テ
ィ
エ
ポ
ロ
（169

6-17
70

）
…
省
略 

ジ
ョ
セ
フ
・
マ
ロ
―
ド
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
タ
ー
ナ
ー
（1

775-
1851

）
…
省
略 

ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
マ
ク
ニ
ー
ル
・
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
（1

834-
1903

）
…
省
略 

 

ヘ
ン
リ
ー
・
ウ
ッ
ズ
（184

6-19
21

） 

 

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
西
部
の
ウ
ォ
リ
ン
ト
ン
生
ま
れ
。
国
立
美
術
訓
練
学
校
の
奨

学
金
を
得
て
ロ
ン
ド
ン
に
移
住
。
挿
絵
で
活
躍
し
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
訪
れ
て
魅
了

さ
れ
定
住
す
る
。
後
に
ア
カ
デ
ミ
ー
の
会
員
と
な
る
。 

  

【
関
連
年
表
】
か
ら 

 

紀
元
前
１
世
紀 

古
代
ロ
ー
マ
帝
国
が
、
現
在
の
ヴ
ェ
ネ
ト
、
フ
リ
ウ
リ
、
ト
レ
ン

テ
ィ
ー
ノ
、
イ
ス
ト
リ
ア
地
方
を
含
め
た
地
域
を
「
ウ
ェ
ネ
テ
ィ
ア
（Ve

neti
a

）」

と
呼
ぶ
。 

 

５
世
紀 

ゲ
ル
マ
ン
民
族
大
移
動
に
よ
り
異
民
族
に
追
わ
れ
た
北
イ
タ
リ
ア
の

住
民
ウ
ェ
ネ
テ
ィ
人
が
ラ
グ
ー
ナ
（
潟
）
に
避
難
。 

 

６
世
紀
後
半 

ラ
ン
ゴ
バ
ル
ド
人
の
侵
入
に
よ
り
恒
久
的
に
ラ
グ
ー
ナ
に
移
住

す
る
。 

 
六
九
七 

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
の
初
代
ド
ー
ジ
ェ
（
元
首
）
選
出
、
以
後
一
一

〇
〇
年
間
で
一
二
〇
人
の
ド
ー
ジ
ェ
を
輩
出 

 

一
一
〇
四 
国
営
造
船
所
を
造
る
。
こ
の
頃
、
地
中
海
で
最
も
力
を
持
っ
た
海
洋
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国
家
と
な
る
。 

 

一
二
〇
四 

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
率
い
る
第
四
次
十
字
軍
が
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
帝
国

の
首
都
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
を
占
領 

 

一
二
九
一 
ガ
ラ
ス
職
人
の
ム
ラ
ー
ノ
島
へ
の
強
制
移
住
の
法
令
発
布
。 

 

一
四
二
〇
年
代 
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
が
遠
近
法
を
考
案
。 

 

一
四
六
九 

活
版
印
刷
術
が
伝
わ
る
。
以
後
16
世
紀
前
半
ま
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

最
大
の
印
刷
・
出
版
業
の
中
心
地
と
な
る
。 

 

一
四
七
五 

ア
ン
ト
ネ
ッ
ロ
・
ダ
・
メ
ッ
シ
ー
ナ
（14

30-7
9

）
が
フ
ラ
ン
ド
ル

風
の
油
彩
画
技
法
を
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
も
た
ら
す
。 

 

一
五
〇
〇 

バ
ル
バ
リ
の
木
版
画
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
鳥
観
図
」
刊
行
。 

 
 
 
 

ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
が
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
短
期
滞
在
。 

 

一
五
二
七 

カ
ー
ル
５
世
の
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
軍
に
よ
る
ロ
ー
マ
劫
掠
。
多
く

の
芸
術
家
や
知
識
人
が
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
へ
逃
れ
て
く
る
。 

 

一
五
七
一 

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
海
軍
、
ス
ペ
イ
ン
、
ロ
ー
マ
教
皇
庁
の
連
合
軍
レ
パ

ン
ト
の
海
戦
で
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
艦
隊
に
勝
利
。 

 

一
五
七
四 

元
首
公
邸
の
火
災
に
よ
り
、
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
の
絵
画
も
焼
失
。
ヴ

ェ
ロ
ネ
ー
ゼ
が
再
修
飾
を
開
始
。 

 

一
五
七
八 

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
ペ
ス
ト
が
大
流
行
。
ペ
ス
ト
感
染
に
よ
り
テ
ィ

ツ
ィ
ア
ー
ノ
没
。 

 

一
五
七
七 

元
首
公
邸
の
二
度
目
の
火
災
に
よ
り
、
ベ
ッ
リ
ー
ニ
、
ヴ
ェ
ロ
ネ
ー

ゼ
、
テ
ィ
ン
ト
レ
ッ
ト
、
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
ら
の
作
品
が
焼
失
。 

 

一
六
〇
四 

ケ
プ
ラ
ー
が
著
作
の
中
で
「
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
キ
ュ
ラ
」
と
い
う
語

を
初
め
て
使
う
。 

 

一
六
三
〇 

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
再
び
ペ
ス
ト
が
大
流
行
し
、
人
口
の
三
分
の
一

が
犠
牲
と
な
る
。 

 

一
六
四
五 

オ
ス
マ
ン
帝
国
と
の
カ
ン
デ
ィ
ア
戦
争
（
第
五
次
オ
ス
マ
ン
戦
争
）

で
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
ク
レ
タ
島
を
失
う
。 

 

一
六
七
四 

ヴ
ァ
ン
ヴ
ィ
テ
ッ
リ
が
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
ロ
ー
マ
に
移
住
し
、
ロ
ー

マ
の
ヴ
ェ
ド
ゥ
ー
タ
を
描
き
だ
す
。 

 

一
六
八
一 

美
術
用
語
と
し
て
景
観
画
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
定
義
さ
れ
る
。 

 

一
六
九
四 

ヴ
ァ
ン
ヴ
ィ
テ
ッ
リ
が
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
滞
在
（
～19

65

）
し
、
後

に
そ
の
ヴ
ェ
ド
ゥ
ー
タ
を
ロ
ー
マ
の
ア
ト
リ
エ
で
制
作
。 

 

一
六
九
七 

カ
ナ
レ
ッ
ト
生
ま
れ
る
。 

 

一
六
九
八 

テ
ィ
エ
ポ
ロ
生
ま
れ
る
。 

 

一
七
〇
〇 

こ
の
頃
、
ル
カ
・
カ
ル
レ
ヴ
ァ
リ
ス
（16

63-1
730

）
が
ヴ
ェ
ネ
ツ

ィ
ア
で
ヴ
ェ
ド
ゥ
ー
タ
を
描
き
始
め
る
。 

 

一
七
一
二 

グ
ア
ル
デ
ィ
生
ま
れ
る
。 

 

一
七
二
二 

ベ
ロ
ッ
ト
生
ま
れ
る
。 

 

一
七
四
三 

マ
リ
エ
ス
キ
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
没
。 

 
一
七
五
六 

テ
ィ
エ
ポ
ロ
、
ア
カ
デ
ミ
ー
の
初
代
会
長
と
な
る
。 

 

一
七
六
八 

カ
ナ
レ
ッ
ト
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
没
。 

 

一
七
七
〇 
テ
ィ
エ
ポ
ロ
、
マ
ド
リ
ッ
ド
で
没
。 
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一
七
八
〇 

ベ
ロ
ッ
ト
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
没
。 

 

一
七
九
三 

グ
ア
ル
デ
ィ
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
没
。 

 

一
七
九
七 

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
フ
ラ
ン
ス
軍
侵
攻
に
よ
り
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和

国
滅
亡
。 

 

一
八
一
六 

ゲ
ー
テ
『
イ
タ
リ
ア
紀
行
』
が
刊
行
さ
れ
る
。 

 

一
八
一
九 

タ
ー
ナ
ー
が
初
め
て
の
イ
タ
リ
ア
旅
行
で
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
訪
問
。 

 

一
八
二
二 

エ
テ
ィ
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
訪
問
。
翌
年
ま
で
滞
在
。 

 

一
八
二
六 

ボ
ニ
ン
ト
ン
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
訪
問
。 

 

一
八
三
四 

ミ
ュ
ラ
ー
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
訪
問
。 

 

一
八
三
六 

ラ
ス
キ
ン
、
初
め
て
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
訪
問
。 

 

一
八
五
一 

タ
ー
ナ
ー
、
ロ
ン
ド
ン
で
没
。 

 

一
八
七
六 

ウ
ッ
ズ
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
訪
問
。 

 

一
八
七
九 

ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
訪
問
、
翌
年

11

月
ま
で
滞
在
。 

 

一
八
九
二 

ブ
ー
タ
ン
、
最
初
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
滞
在
。 

 

一
九
〇
四 

シ
ニ
ャ
ッ
ク
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
滞
在
。 

 

一
九
〇
八 

モ
ネ
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
訪
問
、
約
二
か
月
滞
在
。 

 

一
九
一
四 

第
一
次
世
界
大
戦
勃
発 

    

憧
れ
の
カ
ナ
レ
ッ
ト
の
油
彩
を
始
め
、
ベ
ロ
ッ
ト
、
グ
ア
ル
デ
ィ
の
作
品
も
見
れ

た
～
！ 

と
い
う
思
い
で
あ
る
。
そ
し
て
、
テ
ィ
エ
ポ
ロ
に
は
さ
す
が
に
圧
倒
さ
れ

た
。 

 

次
に
「
モ
ネ 

睡
蓮
の
と
き
」
展
開
催
の
国
立
西
洋
美
術
館
を
訪
れ
る
。
土
曜
日

は
夜
八
時
ま
で
開
館
と
思
っ
て
い
た
が
、
こ
の
日
は
整
理
の
た
め
休
館
だ
っ
た
。
誠

に
残
念
。
モ
ネ
よ
り
常
設
展
の
中
の
風
景
画
を
期
待
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。
ホ
イ
エ

ン
、
弟
オ
ス
タ
ー
デ
、
ヴ
ェ
ル
ネ
、
ベ
ル
タ
ン
、
そ
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
風
景
画
家
ウ

ィ
ル
ソ
ン
と
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
を
。
仕
方
な
く
そ
の
ま
ま
上
野
公
園
で
、
一
日
を

あ
る
い
は
作
品
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
の
ん
び
り
軽
い
夕
食
と
珈
琲
を
楽
し
み
。 

 

そ
し
て
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
若
き
美
し
い
女
子
学
生
を
思
い
出
す
の
だ
っ
た
。
月

初
め
に
急
遽
、
街
に
あ
る
「
太
宰
治
ま
な
び
の
家
」
の
代
理
管
理
人
（
解
説
員
）
を

し
て
い
た
時
、
訪
問
客
の
中
に
、
太
宰
の
母
校
で
あ
る
近
く
の
弘
前
大
学
の
女
子
留

学
生
二
人
が
訪
れ
、
小
生
の
津
軽
弁
風
な
日
本
語
で
も
少
し
対
話
で
き
嬉
し
か
っ

た
。
イ
タ
リ
ア
か
ら
と
い
う
こ
と
で
な
る
ほ
ど
と
、
そ
の
美
に
納
得
し
、
さ
ら
に
ヴ

ェ
ネ
ツ
ィ
ア
か
ら
と
聞
い
て
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
ア
プ
ロ
デ
ィ
テ
（
ウ
ェ
ヌ
ス
）
か

と
思
っ
た
。
ア
プ
ロ
デ
ィ
テ
の
生
地
は
キ
プ
ロ
ス
島
で
あ
る
。
憧
れ
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
、
憧
れ
の
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
ー
ネ
ら
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
派
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
楽
派
と
ヴ
ィ

ヴ
ァ
ル
デ
ィ
と
告
げ
る
と
、
学
校
の
先
生
で
す
か
と
い
わ
れ
嬉
し
き
。
カ
ナ
レ
ッ
ト

の
名
は
抑
え
た
。
詩
人
が
出
て
来
な
か
っ
た
。 
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本
文
中
の
［
注
］「
18
世
紀
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
音
楽
」
に
つ
い
て
、
レ
グ
レ
ン
ツ
ィ

と
ア
ル
ビ
ノ
ー
ニ
、
ガ
ル
ッ
ピ
に
つ
い
て
自
ら
の
忘
備
を
含
め
主
に
ウ
ィ
キ
ペ
デ

ィ
ア
な
ど
ネ
ッ
ト
か
ら
抄
。 

 

レ
グ
レ
ン
ツ
ィ
（
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ 16

26-9
0

） 

 

イ
タ
リ
ア
・
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
の
作
曲
家
・
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
。
17
世
紀
の
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
で
最
も
高
名
な
作
曲
家
の
ひ
と
り
で
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
な
ど
北
イ
タ
リ
ア

の
後
期
バ
ロ
ッ
ク
の
音
楽
言
語
の
発
展
に
極
め
て
影
響
力
が
あ
っ
た
。 

 

ベ
ル
ガ
モ
近
郊
の
ク
ル
ゾ
ー
ネ
に
生
ま
れ
、
お
そ
ら
く
地
元
で
初
期
教
育
を
受

け
た
。
一
六
四
五
年
か
ら
五
八
年
ま
で
、
ベ
ル
ガ
モ
の
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
マ
ッ
ジ

ョ
ー
レ
教
会
の
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
に
就
任
。
一
六
五
六
年
か
ら
六
五
年
ま
で
、
フ
ェ
ラ

ー
ラ
の
ア
ッ
カ
デ
ミ
ア
・
デ
ッ
ロ
・
ス
ピ
リ
ー
ト
・
サ
ン
ト
教
会
楽
長
に
就
任
。
一

六
六
五
年
か
ら
八
一
年
ま
で
の
活
動
は
資
料
に
乏
し
い
が
、
こ
の
間
お
そ
ら
く
ヴ

ェ
ネ
ツ
ィ
ア
救
貧
院
で
教
鞭
を
執
っ
た
。
ウ
ィ
ー
ン
や
ミ
ラ
ノ
、
パ
ル
マ
、
ボ
ロ
ー

ニ
ャ
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
な
ど
で
の
就
職
活
動
に
失
敗
す
る
が
、
モ
デ
ナ
や
ベ
ル
ガ
モ

か
ら
の
就
任
要
請
は
丁
重
に
断
っ
て
い
る
。
一
六
八
一
年
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
聖

マ
ル
コ
大
寺
院
の
副
楽
長
に
就
任
し
、
八
五
年
に
楽
長
に
昇
進
し
た
。
そ
こ
で
の
子

弟
に
、
ト
マ
ゾ
・
ア
ル
ビ
ノ
ー
ニ
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ロ
ッ
テ
ィ
ら
が
い
る
。
ま
た
ア

ン
ト
ニ
オ
・
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
の
父
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
バ
ッ
テ
ィ
ス
タ
・
ヴ
ィ
ヴ
ァ

ル
デ
ィ
が
同
寺
院
所
属
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル

デ
ィ
の
幼
少
時
に
音
楽
教
育
を
施
し
た
と
も
推
測
さ
れ
て
い
る
。 

 

レ
グ
レ
ン
ツ
ィ
は
17
世
紀
後
半
の
北
イ
タ
リ
ア
で
流
行
し
た
あ
ら
ゆ
る
楽
種
に

手
を
染
め
、
オ
ペ
ラ
や
宗
教
曲
、
多
種
多
様
な
器
楽
曲
を
遺
し
た
と
い
う
。 

 

ア
ル
ビ
ノ
ー
ニ
（167

1 

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア -

  17
51
 

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
） 

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
の
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
の
作
曲
家
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
。 

 

生
前
は
オ
ペ
ラ
作
曲
家
と
し
て
著
名
で
あ
っ
た
が
、
今
日
は
も
っ
ぱ
ら
器
楽
曲
、

特
に
オ
ー
ボ
エ
協
奏
曲
の
作
曲
家
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
い
く
つ
か

は
頻
繁
に
録
音
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
レ
モ
・
ジ
ャ
ゾ
ッ
ト
が
『
ア
ル
ビ
ノ
ー
ニ
の

ア
ダ
ー
ジ
ョ
』
と
し
て
一
九
五
八
年
に
出
版
し
た
曲
は
、
ジ
ャ
ゾ
ッ
ト
創
作
の
偽
作

で
あ
り
、
ア
ル
ビ
ノ
ー
ニ
の
楽
曲
と
の
関
連
は
な
い
と
い
う
。 

 

ガ
ル
ッ
ピ
（170

6 - 
1785

） 

 

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
作
曲
家
で
、
と
り
わ
け
オ
ペ
ラ
・
ブ
ッ
フ
ァ
の
作
曲
家
と
し
て

著
名
で
あ
る
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
ラ
グ
ー
ン
に
あ
る
ブ
ラ
ー
ノ
島
に
生
ま
れ
た
た

め
、「
イ
ル
・
ブ
ラ
ネ
ッ
ロ
」
と
い
う
あ
だ
名
が
つ
い
た
。 

 

一
七
四
〇
年
に
救
貧
院
の
音
楽
監
督
に
任
命
さ
れ
、
四
八
年
か
ら
は
聖
マ
ル
コ

大
寺
院
の
楽
団
員
と
し
て
働
き
、
六
二
年
に
は
同
寺
院
の
楽
長
に
就
任
し
た
。
生
涯

の
ほ
と
ん
ど
を
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
過
ご
し
た
が
、
一
七
四
一
年
か
ら
四
三
年
ま
で

ロ
ン
ド
ン
で
、
六
五
年
か
ら
六
八
年
ま
で
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
の
エ
カ
チ
ェ

リ
ー
ナ
大
帝
の
宮
廷
に
も
勤
め
た
。 

 

ロ
シ
ア
時
代
に
ド
ミ
ト
リ
ー
・
ボ
ル
ト
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
ら
の
門
人
を
育
て
た
。 
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オ
ペ
ラ
作
品
以
外
で
は
、
た
く
さ
ん
の
チ
ェ
ン
バ
ロ
曲
と
、
い
く
つ
か
の
オ
ラ
ト

リ
オ
が
目
立
っ
て
い
る
。 

 

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
親
子
が
来
た
頃 

 

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
父
子
が
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
訪
れ
た
の
は
一
七
七
一
年
二
月
だ
っ

た
。
当
時
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
、
ナ
ポ
リ
と
並
ん
で
ま
だ
イ
タ
リ
ア
・
オ
ペ
ラ
の
中

心
地
で
あ
り
音
楽
が
盛
ん
だ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
18
世
紀
前
半
は
同
地
生

ま
れ
の
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
、
ア
ル
ビ
ノ
ー
ニ
、
マ
ル
チ
ェ
ル
ロ
た
ち
が
活
躍
し
た
輝

か
し
い
時
代
で
あ
っ
た
が
、
当
時
も
ま
だ
音
楽
教
師
と
し
て
働
い
て
い
た
ヴ
ィ
ヴ

ァ
ル
デ
ィ
を
始
め
、
ガ
ル
ッ
ピ
、
ヨ
ハ
ン
・
ア
ド
ル
フ
・
ハ
ッ
セ
な
ど
錚
々
た
る
顔

ぶ
れ
が
指
導
に
当
た
っ
て
い
た
。 

    

瀬
川
紀
雄
Ｈ
Ｐ
「
シ
エ
カ
の
風
」
展
覧
会
に 

  

http://kuriba.la.coocan.jp/smp/myhomeN2essayS.htm

